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諸
恒
常
現
象
問
の
相
関
に
関
す
る
研
究

ご

O
八

諸
恒
常
現
象
聞
の
相
闘
に
閲
す
る
研
究

石

井

克

己

日
常
の
知
受
的
行
動
の
殆
ん
ど
全
領
域
に
亘
っ
て
成
立
す
る
と
い
ろ
こ
と
が
出
来
る
。
即
ち
、
大
き
さ
、

形
、
色
の
知
畳
を
初
め
と
し
て
昼
間
の
位
置
、
方
向
、
運
動
の
速
度
、
音
の
強
さ
、
重
量
の
知
畳
等
各
種
。
知
畳
的
行
動
に
と
れ
を
見
る

知
且
到
に
於
け
る
恒
常
性
は
、

と
と
が
出
来
る
も
の
で
あ
る
。

従
来
D
恒
常
現
象
に
闘
す
る
研
究
は
、
専
ら
個
々
の
恒
常
現
象
の
成
立
保
件
の
究
明
に
カ
が
注
が
れ
た
。
併
し
乍
ら
・
、
夫
等
個
々
の
恒

常
現
象
聞
の
関
係
も
掠
重
要
な
問
題
と
謂
わ
ね
ば
な
ら
ね
。

一
九
三
二
年
ザ
ウ
レ
ス
（
寸
Fog
－29
戸
国
・
）
は
初
め
て
と
の
問
題
を
と
り
上
げ
て
研
究
し
、
各
種
恒
常
現
象
聞
に
彼
の
所
謂
「
群
因

究
を
批
判
し
つ
L
更
に
精
密
怒
る
研
究
を
蟹
施
し
、
質
験
。
結
果
、

子
〈
の
g
g
u
E
a
o『
）
」
の
存
在
す
る
と
と
を
明
か
に
し
た
。
共
後
一
九
三
八
年
シ
l
ハ
ン
〈

ω宮
岳
目
、
冨
・
同
・
〉
は
、
ザ
ウ
レ
ス
む
研

ザ
ウ
レ
ス
の
群
因
子
の
存
在
を
否
定
し
、
か
・
、
ふ
る
因
子
は
「
紳
話
的

因
子
」
に
外
な
ら
む
と
し
て
、
ザ
ウ
レ
ス
と
金
〈
具
る
劃
蹴
的
見
解
を
表
明
し
た
・
。

果
し
て
然
ら
ぽ
、

ザ
ウ
レ
ス
、

シ
ー
ハ
シ
の
何
れ
D
主
張
が
正
し
い
見
解
で
あ
る
ろ
か
。
本
研
究
に
於
て
は
、

と
の
事
を
明
か
に
す
る

シ
l
ハ
ン
の
研
究
を
克
明
に
検
討
し
、
然
る
後
雨
者
が
挙
げ
た
資
験
結
果
は
、
果
し
て
か
L
る
相
反
す

目
的
を
以
て
、
先
ホ
ノ
ザ
ウ
レ
ス
、

る
主
張
を
正
蛍
た
も
む
と
し
て
根
蟻
付
け
る
に
足
る
差
異
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
を
明
か
に
す
る
。
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読
を
越
え
た
・
立
場
は
採
用
さ
れ
て
い
な
い
。
今
、

更
に
雨
者
何
れ
の
場
合
も
二
因
子
設
の
立
場
に
立
っ
て
、
各
々
の
費
料
が
鹿
理
さ
れ
て
い
る
に
温
ぎ
泣
い
の
で
あ
っ
て
、
未
だ
二
因
子

サ

l
ス
ト
シ
の
重
因
子
設
に
立
っ
て
、
と
れ
ら
同
一
の
資
料
に
因
子
分
析
を
加
え
た
・
な

こ
れ
ら
二
つ
の
見
地
か
ら
雨
者
の
研
究
を
批
刺
し
、
五
し
い
結
論
に
到
達
せ

ら
ぽ
、
そ
こ
に
如
何
な
る
結
果
が
得
ら
れ
る
で
あ
る
ろ
か
。

ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

ザ
ヲ

ν
ス
の
研
究

目
的
氏
は
、

初
に
鷺
表
し
た
こ
論
丸
（
一
九
三
年
四
月
、

同
七
月
）

に
於
℃
、

各
領
域
む
恒
常
現
象
（
氏
は
、

現
象
的
問
蹄

冨岡何回。
B
Oロ
色
円
om苫
田
回
目
。
ロ
と
呼
ぶ
）
に
闘
し
て
一
般
的
法
則
を
見
出
し
、

此
の
法
則
に
よ
っ
て
、
遠
近
壷
（
同
MOBMMR忠
司

O〉
、
錯
硯

の
性
質
、
及
び
フ
エ
ヒ
ネ
ル
の
法
則
に
闘
す
る
理
論
値
と
観
測
値
と
の
不
一
致
を
説
明
し
得
る
乙
と
を
明
に
し
党
が
、
今
乙
L
に
述
べ
る

研
究
（
一
九
三
二
年
〉
は
、
更
に
殻
展
し
て
、
武
の
諸
黙
を
明
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

(2) (1) 

恒
常
現
象
の
普
遍
性
と
、
個
人
差
の
範
闇

恒
常
現
象
聞
に
共
通
に
作
用
す
る
群
因
子
の
存
在

例
恒
常
現
象
と
他
の
特
性
｜
｜
知
能
、
性
別
、
年
令
、

及
び
気
質
と
D
閥
係

仙
川
恒
常
現
象
と
緒
聾
等
に
於
け
る
訓
練
と
の
関
係

右
の
中
、
問
、
仰
が
主
要
な
目
的
と
な
っ
て
い
る
。

方
法

置
く
、
比
較
刺
戟
V
と
し
て
、
や
は
り
白
色
国
板
（
直
径
二
九
・
七
糎
〉

大
き
さ
S
（
ω問
問
。
）
の
検
査
｜
｜
標
準
刺
戟
N
と
し
て
、
白
色
園
板
〈
直
径
三
九
・
七
糎
）
を
被
験
者
よ
り
二
一
ニ

O
糎
の
所
に

一
個
を
用
ひ
、
被
験
者
よ
り
の
距
離
を
調
整
し
て
、

N
と
V
と

諸
恒
常
現
象
聞
の
相
闘
に
関
す
る
研
究

一O九



誇
恒
常
現
象
間
の
将
闘
に
閥
ず
る
研
究

一
一
一
O

． 

が
等
し
く
見
え
る
酷
を
決
定
す
る
。

V
の
距
離
が
一
七
二
糎
の
時
、
そ
の
網
膜
像
の
大
き
さ
は
、

N
の
そ
れ
と
等
し
〈
た
る
が
、
勿
論
V

を
一
七
二
糎
よ
り
近
づ
け
た
い
と
、

N
と
現
象
的
に
等
し
く
見
え
た
い
。
氏
の
被
験
者
中
広
は
、

V
を一ニ

O
糎
以
内
に
も
近
づ
け
た
い

と、

N
と
等
し
〈
見
え
た
い
煮
も
あ
っ
売
の
で
、
前
記
の

V
D
代
り
に
、
も
っ
と
牛
径

ρ大
き
な
も
の
（
一
ニ
一
了
二
瓶
、
三
四
・
七
根
、

三
七
・
七
糎
〉
も
用
い
・
な
け
れ
ば
な
ら
た
い
結
果
と
・
な
っ
た
。
従
っ
て
、
－
此
の
方
法
よ
り
も
、

V
の
距
離
を
固
定
し
て
、
種
々
の
大
き
さ

の
も
の
を
用
い
る
一
般
の
恒
常
法
の
方
が
優
れ
て
い
る
と
氏
も
認
め
た
。

形
F
（
句
。
『
自
）
の
検
査
l
i
N
と
し
て
白
色
困
板
（
直
径
三
九
・
七
五
糎
）
左
用
い
、

此
を
テ
1
グ
ル
の
上
に
、

被
験
者
か
ら

九
糎
の
所
に
置
く
。
被
験
者
の
眼
の
高
さ
は
、
テ
ー
ブ
ル
の
表
面
か
ら
四
八
・
五
糎
と
す
る
の
で
、
硯
繰
と
水
平
面
と
の
た
す
角
度
は
二

O
度
三

O
分
と
な
り
、

N
は
楕
図
形
（
関
商
い

um甫
H
0・8
H

H
）
に
見
え
る
。

V
と
し
て
は
、
白
色
楕
図
形
一
五
個
〈
商
繭
一
向
甫
H

。・

8
L
t
F
O
O
L－
亜
罰
H

C
・C
M
H
ど
を
用
ろ
。

V
は
、
被
験
者
の
蹴
繰
に
謝
し
て
直
角
に
一
示
し
、

N
に
比
べ
て
太
い
か
、
細
い
か
、

或
は
等
し
く
見
え
る
か
を
報
告
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
此
の
場
合
．
比
較
す
る
の
は
、

N
と
V
と
の
大
き
さ
で
は
た
く
し
て
、
形
（
短
径
と

長
径
と
の
割
合
）
で
あ
る
と
と
を
徹
底
さ
せ
る
。

明
る
さ

B
〈切門戸
m
v
E
g曲
〉
の
検
査
l
l
N
は
、
白
色
白
歯
板
、

V
は
次
色
の
園
板
で
、
夫
k

チ
シ
メ
ル
マ
シ
次
色
紙
系
列
中
の
白
色

及
び

2
0・
E
C次
色
で
、
反
射
率
の
比
は
、

H
H
0
・N
N
∞
で
あ
る
。

N
は、

被
験
者
よ
り
二
九

O
糎
む
所
に
固
定
し
、

V
D
距
離
を
誼

蛍
に
調
整
し
て
、

N
と
V
の
明
る
さ
が
等
し
く
な
る
よ
ろ
た
鈷
を
決
定
す
る
の
で
あ
る
。
被
験
者
は
、
暗
室
内
で
、
電
燈
（
四
ボ
ル
ト
、

一
三
八
・
五
糎
の
時
に
、

V
と
N
と
む
照
度
は
等
し
〈
な
る
が
、
．
此
よ
り
も
っ
と
近

＝
了
一
燭
光
〉
む
下
で
観
察
す
る
。

γ
の
距
離
が
、

づ
け
唱
な
け
れ
ば
、
雨
者
は
現
象
的
に
等
し
い
明
る
さ
に
見
え
た
い
。

被
験
者
は
、
合
計
一
二
七
名
で
、
そ
の
構
成
は
女
の
遁
り
－
で
あ
る
。
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大きさ（S），形CF）及び明るさ（B）の

検査に於ける個人差

表〔1〕

ミ守物理（R的J値 現象（P的）傾‘
刺戟的値（S)

最低｜布凶中位｜後の弘｜最高

0.748: 1 1: 1 1.22 : 1 2.05: 1 8.44: 1 
(0.40) (O. 71) (O.Bi) 一 一

s o:a11: 1 1:1 一 一 8.27: l 一(0.85) 

0.950: 1 1:.1 一 一 一 一
8.55: 1 
(0.98) 

B 0.228: 1 1: 1 0.746: 1 
(<O) (0.19) (0.805) (0.47) (0.66) 

韓
間
恒
常
現
象
聞
の
相
闘
に
闘
す
る
研
究

件｜物札低｜ょにI~ 高｜開
F I 1: 1 I悩 I・ 0·c~~-0i I ・ （（制｜。似｜。·ci\:5~ I 0.86 : 1 

M
群
｜
｜
回
二
名
の
男
子
大
拳
生
（
一
丸

l
一一一一一歳）

N
群
｜
｜
二
七
名
む
女
子
大
拳
生
ハ
一
九

l
二
三
歳
）

O
群

l
l三
六
名
の
弟
子
（
二
回

l
五
回
・
五
議
）

P
群

l
l
一
二
名
の
美
術
拳
校
生
こ
九
l
一一一ニ揖）

Q
群
｜
｜
一

O
名
の
壷
家
及
び
聞
壷
教
師

右
の
中
、
初
C
三
群
に
は
、

s、
F
及
び
B
D
三
検
査
を
、
後

の
群
に
は
、

S
及
び
P
の
二
検
査
を
行
っ
た
心

表
向
に
於
て
認
め
ら
れ
る
よ
ろ
に
、
三
種
の
検
査
に

つ
い
て
）
被
験
者
。
輿
え
た
現
象
的
等
慣
値
に
は
著
し
い
個
入

結
果

差
が
あ
る
が
、
同
時
に
、
此
等
の
現
象
的
性
質
P

（

F
S
O
B－

g
巴
の
V
R
R
Z
Z
は
、
常
に

N
の
翼
の
性
質
R
ハ同

gHnv’

RMHOZご
と
刺
戟
的
性
質

s
a氏
自
己

g
o
z
s
a
oご
と
の

中
聞
に
位
す
る

l
l即
ち
、
国

V
M
V
v
a
或
は
、
民
八
回
V八
∞

と
一
宮
ろ
重
要
な
関
係
が
成
立
す
る
。
〈
但
し
、

B
検
査
に
つ
い

て
は
、
僅
か
危
例
外
が
見
ら
れ
た
J

此
の
重
要
な
闘
係
を
、

氏
は
、
「
封
象
の
民
の
性
質
え
む
現
象
的
同
蹄
の
傾
向
」

〈

4
0
・

E
s
a
z
u
v
g
o
B
g巴
g
m
s
a
s
S
F
0
．8巴
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諸
恒
常
現
象
関
の
相
関
K
闘
す
る
研
究

。VMWSOS円
。
州
自
与
す
の
ご
と
命
名
し
た
。

ー一一一｛ 

此
の
傾
向
を
、
左
の
公
式
に
よ
っ
て
、
数
量
的
に
表
わ
し
、
氏
は
、
現
象
的
同
時
指
数
（
同
・
司
・
同
－

w
H
E買
え

1
5
8
B
g
m
H
B』

ぬ
『

g回
目
。
ロ
〉
と
呼
ぶ
。
（
一
般
に
は
、
恒
常
指
数
と
呼
ば
れ
る
D
）

F

M

M

・
同
H
（－

om－v
ー－

oぬ
ω）＼（－
ommlzmω
）

被
験
者
の
恒
常
指
数
に
つ
い
て
、
そ
の
分
布
を
調
べ
る
と
、
厳
密
に
は
E
規
分
布
を
・
な
し
て
い
な
い
が
、
統
計
的
考
察
に
よ
っ
て
、
近
似

的
に
玉
規
分
布
と
し
て
取
り
扱
い
得
る
こ
と
が
確
め
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
氏
は
、
大
き
さ
、
形
、
及
び
明
る
さ
白
恒
常
指
数
聞
に
、
ピ
ア

ス

ν
の
錯
差
積
法
（

E
E
n
E
O
B
O
E
E
O
F
a）
に
よ
っ
で
、
相
互
相
闘
を
求
め
た
。
表
聞
は
は
、

M
群
（
男
子
）

2
一
八
名
に
つ

い
て
の
結
果
で
、

s、
F
及
び
B
は
、
夫
々
前
記
の
大
き
さ
、
形
及
び
明
る
さ
の
検
査
を
、

表〔2〕大きさ（S），形（F），明るさ（B)

及び知能（I）の検査に於ける相互相闘

査 ls I F I B I 

同：＼：~flt
I 検

S

F

B

 

〔右上は会中目関，左下は偏相関， N=BB

括弧（ ）内は標準諜差 SE〕

叉
ー
は
知
能
検
査
（
の
巳
g
－－

z
s
E
m
g
n
o
g由
ご
を
一
示
す
。

（註、

後
出
む
表
と
の
閥

係
上
、
原
著
と
記
披
並
に
記
越
む
順
序
を
多
少
撞
更
し
た
・
。
）
此
の
表
の
左
下
に
は
、

知

能

を
除
去
し
た
偏
相
闘
が
示
し
て
あ
る
。
ー
を
除
去
し
て
も
、
検
査
S
と
F
と
の
聞
に
は
、
相

営
高
い
相
闘
l
l
l
w弘司・
1
0・
g
が
認
め
ら
れ
る
が
、

検
査
B
と
S
或
は
F
と
の
相
関
｜
｜

円回目－
M
H
O
－H
N
凶吋国司・
1
0・0um
は
有
意
で
は
な
い
。
氏
は
、

ス
ピ
ア
マ
ン
の
列
位
差
法
（
河
川
守

ロ｝向島即席。円。ロ
g
B
O
B
o
a）
に
よ
る
相
闘
も
算
出
し
て
い
る
が
、
勿
論
大
憶
の
傾
向
は
以
上

と
同
様
で
あ
る
。
叉
N
群
（
女
子
〉
の
二
六
名
に
つ
い
て
も
、
大
盤
同
様
の
結
果
を
得
た
。

但
し
、
検
査
S
と
F
と
む
相
闘
は
、

や
は
り
有
意
で
は
あ
る
が
、

M
群
よ
り
は
や
L
低
〈
現

わ
れ
、

叉
検
査
B
と
F
と
の
相
闘
は
負
と
危
っ
た
。

（
氏
は
、

N
群
に
つ
い
て
の
明
白
友
数
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字
は
示
し
て
い
・
な
い
。
〉
右
の
よ
ろ
に
、

M
、
X
雨
群
に
つ
い
て
、
検
査
S
と
F
と
の
聞
に
は
、

ー
を
除
去
し
て
も
、

有
意
た
相
闘
が
認

め
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
検
を
ー
が
G
因
子
（
の

g
o
g
H
E
n
g円
）
を
測
定
す
る
も
の
と
す
れ
ぽ
、
検
杢
と
S
と
F
と
の
聞
に
は
、
。

因
子
と
濁
立
に
、
共
通
に
作
用
す
る
群
因
子
が
存
在
す
る
も
り
と
考
え
ら
れ
る
。
（
検
査
B
と
S
或
は
F
と
の
相
闘
が
有
意
と
た
ら
な
い
理

由
は
後
で
考
察
す
る
。
）
此
の
事
資
を
、
更
に
確
か
め
る
た
め
に
、
右
の
雨
群
の
資
料
を
綜
合
し
、
他
の
知
能
検
査
O
を
遁
加
し
、
結
局
四

種
の
検
査
S
、
F
、
I
及
び

O
の
聞
に
、
ス
ピ
ア
マ
ン
の
四
償
差
（
寸
o
q
m仏
門
出
向
。
円
8
0
0
）
を
計
算
し
た
。
ス
ピ
ア
マ
シ
（

ωHUEHHSp

p
・
5
E）
の
二
因
子
設
（
↓
司
0

・E
E
2
任
。
。
ミ
）
に
よ
れ
ば
、
い
づ
れ
の
四
債
差
も
零
と
’
た
れ
ぼ
、
四
種
の
検
査
は
、

共
通
た
G
因

子
と
、
夫
E

の
検
査
に
特
有
な
特
殊
因
子
官
官
。
宮
の

E
2
0円
）
と
か
ら
成
る
の
で
あ
り
、

等
の
検
査
は
、

守田司・コ
o
l
p同－

F，c
v
o－
－
習
コ
。
｜
叫

48・ベヨ
V
O
と
た
っ
た
の
で
、
検
査
S
と
F
の
聞
に
は
、
知
能
の
G
因
子
の
外
に
、
恒
常
性
（
現

G
因
子
の
外
に
共
通
な
群
因
子
を
含
む
の
で
あ
る
。

ど
こ
ろ
で
、

叉
四
慣
差
が
い
づ
れ
も
五
数
と
た
れ
ば
、
夫

今
の
場
合
四
償
差
は
、

い
づ
れ
と
有
意
危
E
数
｜
｜

象
的
同
蹄
）
の
群
因
子
の
存
在
す
る
と
と
が
確
め
ら
れ
た
・
。

さ
で
、
検
査
S
、
F
及
び
B
は
心
理
準
的
に
見
て
向
性
質
の
よ
ろ
に
考
え
ら
れ
る
が
、
賓
験
の
結
果
は
、
以
上
の
よ
ろ
に
、
検
査
S
、

F
聞
に
は
有
意
な
柏
闘
が
認
め
ら
れ
る
の
に
、
検
査

B
と
S
或
は
F
と
の
聞
に
は
有
意
た
相
闘
が
認
め
ら
れ
た
い
の
で
あ
る
。
何
故
に
、

此
の
よ
ろ
忽
結
呆
が
得
ら
れ
た
の
で
あ
ら
ろ
か
。
賓
験
に
際
し
て
、
被
験
者
は
、
検
査
S
及
び
F
に
つ
い
て
は
、
別
に
困
難
を
訴
え
た
い

し
ぼ
／
＼
、
「
等
し
く
す
る
の
は
、

N
と
V
の
明
る
さ
（
切
門
戸
岡
宮
宮
岡
田
回
国
）
で
す
か
、
そ
れ
と
も
白
さ
（
当
E
S

が
、
検
査

B
に
つ
い
て
は
、

宮
口

m
g）
で
す
か
。
今
岡
方
の
明
る
さ
は
等
し
く
見
え
ま
す
が
、

接
す
る
。
此
の
よ
ろ
な
被
験
者
は
、
明
る
さ
と
白
さ
と
を
、
は
っ
き
り
と
直
別
し
て
い
る
り
で
あ
る
。

そ
と
で
、
表
聞
に
一
不
す
よ
ろ
に
、

N
群
（
女
子
〉
の
八
名
に
つ
い
て
、

N
と
V
の
明
る
さ
を
等
し
〈
さ
せ
る
場
合
（
検
査
B
）
と
、
白

N
は
白
く
、

V
は
や
－
L
茨
色
に
見
え
ま
す
o
」
と
一
宮
ろ
意
味
の
質
問
に

諸
恒
常
現
象
聞
の
相
闘
に
関
す
る
研
究

］ 
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諸
恒
常
現
象
関
の
相
関
に
閥
ず
る
研
究

検査 B,W D比較

検査 B 検査 W
Vp 

照V夜．のN路 ILP. R 照V安：のN応 II.P.R 
' 1 2.92: 1 0.42 10.87 1 0.62 

2 1.37 . 1 0.175 18.7 : 1 0.6'65 

3 4.99: 1 0.52 5 .. 41: 1 0.535 

4 14.37 : 1 0.645 29 .. 5 : 1 0.695 

5 2.08: 1 0.89 5.60: 1 0.54 

日 1.92: 1 0.305 7.82: I 0.585 

7 4.27: 1 0.495 4.27: 1 0,495 

8 4.68: 1 0.51 53.5 : 1 0.73 

表 ca〕

表〔勾

1－：－瓦ト土｜含dl開｜閉

山川）／21ili ~! i 
〔第I群はB（明るき）とW（白吉）とを徐り直別せず

集2群はBとWとをよく直別ナ，〈）内はSE〕

グループ別相関

(S+F) /2とB

一
一
回

さ
を
等
し
く
さ
せ
る
場
合
（
検
査
W
〉
と
を
比

較
し
て
見
党
。
此
に
よ
る
と
、
雨
検
査
共
、
照

度
。
比
、
従
ヲ
て

H
・
M
M

－

m・
（
恒
常
指
数
）
に

は
、
著
し
い
伺
人
差
が
認
め
ら
れ
る
。

〈
U
’
N

の
如
き
は
、
検
査
W
に
於
け
る

V
P照
度
は
、

検
査

B
の
場
合
に
於
け
る
値
の
一

O
倍
以
上
に

も
・
な
っ
て
い
る
の
に
劃
し
、
〈
勺
・
叶
の
如
き
は

開
検
査
に
於
け
る
値
が
全
く
一
致
し
て
い
る
。

即
ち
、
前
者
は
、
。
明
る
さ
と
白
さ
と
を
明
白
に

区
別
し
、
後
者
は
、
全
く
区
別
し
た
い
の
で
あ

る
。
此
む
上
ろ
な
事
費
か
ら
、
検
査

B
に
封
ず

る
二
重
評
定
詰
ハ
ロ
oロ
s
e
e
m

－mロ8
官
官
仲
〉
の
存
在
が
考
え
ら
れ
、
此
が
検
査
B
と
S
或
は
F
と
の
相
闘
を
低
下
せ
し
め
る
原
因
で
は

友
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
若
し
も
、
此
の
仮
定
が
五
し
い
た
ら
ぽ
、
明
る
さ
と
白
さ
と
を
直
別
し
危
い
被
験
者
を
用
い
れ
ば
、
検
査
B
と

他
の
検
査
と
の
聞
に
も
相
鴬
高
い
相
闘
が
認
め
ら
れ
る
筈
で
あ
る
。

右
の
仮
定
を
時
め
る
究
め
に
、
被
験
者
四
五
名
（
此
の
内
韓
に
つ
い
て
、
氏
は
明
記
し
て
い
た
い
）
に
つ
い
て
、
検
査
B
及
び
W
を
行

っ
た
。
そ
の
結
果
、
隔
検
査
の
評
定
債
の
全
く
等
し
か
っ
た
・
者
は
、

一
O
名
で
、
他
の
三
五
名
に
つ
い
て
は
、
雨
者
の
一
変
を
見
・
な
か
っ

た
。
そ
乙
で
、
金
融
血
を
二
群
に
分
け
、
第
一
群
は
、
白
さ
に
封
ず
る
恒
常
度
と
、
明
る
さ
に
艶
す
る
恒
常
度
と
の
比
が
一
・
三
五
以
下
D
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者
（
前
記
の
一
（
U
名
も
含
め
て
二
二
名
）
、
第
二
群
は
、
此
の
比
が
、

第
一
群
は
、

明
る
さ
と
白
さ
の
直
別
を
全
く
し
た
い
者
及
び
ゃ
L
区
別
す
る
者
で
、
第
二
群
は
、
雨
＃
鳴
を
明
白
に
区
別
す
る
者
で
あ
る
。
表
向
は
、
此

明
る
さ
或
は
白
さ
に
艶
す
る
恒
常
度
と
の
相
闘
｜
i
M川田＋
3
v－p
β
目＋
3

一
・
三
五
以
上
の
者
（
二
三
名
）
と
し
た
0

・
郎
ち
、

等
の
群
別
に
、

大
き
さ
と
形
児
封
ず
る
千
均
の
恒
常
度
と
、

7
4
4
及
び
前
二
者
の
平
均
と
後
二
煮
の
平
均
と
の
相
関

l
l
H

－G＋
3
す
入
国
＋
看
守
が
示
し
て
あ
る
D

（
氏
は
、

v
h
g
p巧！”
w
－Ew
同通
3
4
の
値

は
示
し
て
い
な
い

J
若
し
、
前
記
の
仮
定
が

E
し
い
な
ら
ぽ
、
第
一
群
は
、
検
査
B
と
他
。
検
査
と
の
聞
に
高
い
相
闘
を
一
示
し
、
第
二
群

は
、
低
い
相
闘
を
一
不
す
筈
で
あ
る
。
費
際
、
表
に
つ
い
て
見
る
と
、
第
一
群
に
謝
し
て
は
、
阿
川
凹
＋
3
3・出
H
w
t
m＋
3
v－巧
H
0・
島
（

ω・開
H

。
・
ロ
〉
で
あ
り
、
第
二
群
に
謝
し
て
は
、
僅
に
万
国
＋
ヨ
？
出
H
0・H
∞（

ω・同日。・
N
H
〉
で
あ
る
。
従
っ
て
、

相
蛍
の
信
額
度
を
以
て
、
検
査

B
と
、
検
査
S
、
F
の
綜
ム
ロ
結
果
と
の
聞
に
は
、
第
一
群
に
謝
し
て
、
第
二
群
に
艶
す
る
よ
り
も
誼
に
高
い
相
闘
が
認
め
ら
れ
る
と
一
再
え

る
。
そ
れ
故
、
・
前
記
の
仮
定
の

E
し
い
こ
と
が
立
詮
さ
れ
党
の
で
あ
っ
て
、
明
る
さ
と
白
さ
と
の
分
離
が
、
検
査

B
に
封

L
て
、
恒
常
の

群
因
子
が
作
用
す
る
乙
と
を
妨
げ
究
の
で
あ
る
。

そ
と
で
、
女
に
来
る
問
題
は
、
検
査
S
、
F
の
綜
ム
ロ
結
果
と
、
高
い
相
闘
を
示
す
の
は
、
検
査

B
か
、
そ
れ
と
も
検
査
W
か
と
一
宮
ろ
と

と
で
あ
る
。
表
向
の
四
五
名
金
一
種
の
結
果
を
見
れ
ぼ
、
検
査
S
、
F
の
綜
ム
口
結
果
と
、
検
査

B
と
の
相
闘
は
、
僅
に
同
首
（
凹
＋
3
v・目
H
O
訟

で
あ
る
の
に
、
検
査
W
と
の
相
闘
は
有
意
に
し
高
〈
万
回
＋
3
y・当日
0
・
認
で
あ
り
、
叉
検
査
B
、
W
の
綜
ム
ロ
結
果
と
の
相
闘
は
ぷ
印
有
￥
・

9
＋当
v
T
H
O－8
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
他
の
検
査
と
高
い
相
闘
を
示
す
の
は
、
検
査
B
で
は
な
く
し
て
、
検
査

W
で
あ
る
と
云
え

る
。
倫
此
の
事
貨
は
、
明
る
さ
と
、
白
さ
と
を
、
明
白
に
直
別
す
る
第
二
群
の
結
果
を
見
れ
ぽ
、

一
そ
ろ
判
然
と
す
る
。
郎
ち

β
印
有
￥

ゐ
H
0・
屈
に
劃
し
て
、
い
ぷ
凹
＋
『
U

す・巧
H
0・0
0
と
た
っ
て
h
N
‘・り、

検
査

B
と
他
の
検
査
と
の
相
闘
は
、

極
め
て
低
い
り
に
劃
し
て
、

検
査

wと
他
の
検
査
と
の
相
闘
は
、
有
意
に
高
く
た
っ
て
い
る
。
此
等
む
事
資
か
ら
、
前
に
検
査
S
、
F
聞
に
共
通
に
作
用
す
る
こ
と
が
確
め

時
間
恒
常
現
象
関
の
相
闘
に
関
す
る
研
究

一
一
五
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詩
恒
常
現
象
関
の
相
関
に
闘
す
る
研
究

一一六

ら
れ
た
。
恒
常
の
群
因
子
が
、
検
査
W
に
も
亦
作
用
す
る
と
主
張
出
来
る
。
し
か
し
、
此
の
群
因
子
は
、
検
査
B
に
作
用
す
る
と
と
は
認

め
ら
れ
な
い
。

会
仏
、
恒
常
度
と
知
能
と
の
闘
係
で
あ
る
が
、
表
問
の
第
五
列
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
検
査
S
、
F
及
び
B
と
、
知
能
検
査
ー
と
の
相

闘
は
、
い
づ
れ
も
負
数
で
、
そ
の
絶
掛
値
は
低
い
。
氏
は
、
此
の
事
貨
を
更
に
確
か
め
る
た
め
に
、

M
、
N
開
群
よ
り
の
五
三
名
に
つ
い

て
、
検
査
S
、
F
の
綜
ム
ロ
結
果
と
、

検
査
ー
と
の
相
関
｜
l
H
M回
目
守
岡

U
V－H
H
1
0
・M
色
を
求
め
、

此
が
五
%
の
水
準
で
有
意
で
あ
る
と
と

を
認
め
た
。
叉
前
越
の
知
能
検
査
O
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
結
果
を
得
た
。
そ
と
で
理
論
的
信
頼
度
を
以
て
、
知
能
と
恒
常
度
と
の
聞
に

は
、
負
の
相
闘
が
成
立
し
、
知
能
む
高
い
者
は
、
針
象
を
刺
戟
的
性
質
に
近
〈
見
よ
ろ
と
す
る
傾
向
が
あ
り
、
知
能
の
低
い
煮
は
、
艶
象

を
民
の
性
質
に
近
く
見
よ
ろ
と
す
る
傾
向
が
あ
る
と
云
え
る
。

更
に
、
恒
常
度
と
性
別
と
の
関
係
を
見
る
た
め
に
、
年
令
と
知
能
と
を
大
僅
均
一
に
し
た
、

M
群
（
男
子
）
の
四
二
名
、

N
群
（
女
子
）

の
二
七
名
に
つ
い
て
、
検
荏
S
、
F
、
B
及
び
（

ω＋
司
）
＼
N

の
恒
常
度
を
計
算
し
た
。

は
弟
子
よ
り
も
、
恒
常
度
は
幾
分
高
く
、
そ
の
差
は
、
検
杏
B
を
除
き
、
大
憧
一
%
の
水
準
で
、
有
意
で
あ
る
と
と
が
認
め
ら
れ
た
。
従

そ
の
結
果
、
・

い
づ
れ
の
検
査
に
於
て
も
、

女
子

っ
て
、
十
分
な
信
頼
度
を
以
て
、
恒
常
度
に
は
性
別
的
差
異
が
あ
り
、
女
子
は
男
子
よ
り
も
、
幾
分
封
象
を
岡
県
の
性
質
に
近
ぐ
見
る
傾
向

が
あ
る
と
結
論
出
来
る
。

恒
常
度
と
築
質
と
の
関
係
を
調
べ
る
た
め
に
、

ク
レ
ッ
チ
メ
ル
の
方
法
に
従
っ
て
、
分
裂
質
（
内
向
性
策
質
）
の
者
と
、
操
菅
質
（
外

向
性
策
質
）

D
者
を
、
夫
々
一
四
名
選
び
、
検
査
S
、
F
及
び

B
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
は
、
い
づ
れ
の
検
杏
に
於
て
も
、
恒
常
度
の
千

均
は
、
内
向
群
よ
り
外
向
群
に
於
て
高
か
っ
た
。
し
か
し
、
此
の
雨
群
聞
の
差
は
、
統
計
的
に
有
意
で
は
た
か
っ
た
。
従
っ
て
、
此
の
資

料
か
ら
、
恒
常
度
と
気
質
と
の
間
に
何
等
か
の
闘
係
が
あ
る
と
は
主
張
出
来
た
い
。
も
っ
と
多
く
の
被
験
者
主
、
更
に
よ
い
気
質
分
類
法
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で
分
類
し
、
検
査
す
る
乙
と
に
よ
っ
て
、
恒
常
度
と
無
質
と
の
聞
に
、

戎
に
、
恒
A
吊
度
と
年
令
と
の
関
係
を
見
る
た
め
に
、
前
越
の
O
群
三
六
名
（
一
一
四

l
五
九
・
五
歳
）
を
、
大
憧
等
間
隔
の
四
つ
の
年
令

群
に
分
け
て
、
検
査
の
結
果
を
平
均
し
た
・
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
恒
常
度
は
、
年
令
と
共
に
増
加
す
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
た
。
此
の
結
果

ほ
、
統
計
的
に
有
意
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
乙
L
に
用
い
た
O
群
は
、
知
能
、
職
業
に
闘
し
て
不
均
一
で
あ
る
が
、
よ
り
均
一
た
被
験

一
定
の
関
係
を
見
出
し
得
る
で
あ
る
ち
。

者
群
に
よ
れ
ば
、

最
後
に
、
恒
常
度
と
、
績
壷
な
ど
に
於
け
る
訓
練
と
の
闘
係
で
あ
る
が
、
此
の
よ
ろ
友
訓
練
は
、
恒
常
度
を
金
〈
消
誠
さ
せ
る
か
、
叉

は
或
程
度
減
少
さ
せ
る
と
と
が
強
想
さ
れ
る
。
此
を
確
か
め
る
究
め
に
、
前
記
の

P
群
（
一
一
一
名
の
男
子
美
校
生
〉
と
、

M
群
（
四
二
名

一
そ
ろ
有
意
た
結
果
が
得
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

の
男
子
大
皐
生
〉
、

Q
群
〈
一

O
名
の
美
術
家
〉
と
O
群
（
三
六
名
の
掛
照
群
）
に
つ
い
て
、
検
査
S
及
び
F
の
結
果
を
調
べ
党
、
先
・
守
、

P
、‘

Q
雨
群
。
被
験
者
は
、
す
べ
て
正
た
る
恒
常
度
を
示
し
た
か
ら
、
美
術
に
於
け
る
訓
練
が
、
恒
常
度
を
全
然
消
誠
さ
せ
る
も
の
で
は

・
な
い
と
と
が
知
ら
れ
た
。
・
択
に
、
恒
常
度
の
平
均
は
、

P
群
は
M
群
よ
り
、

叉
Q
群
は
O
群
よ
り
、
従
っ
て
訓
練
群
は
封
照
群
よ
り
低
い

と
と
が
認
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
統
計
的
に
は
、

Q
、
O
開
群
閣
の
差
の
み
が
有
意
で
あ
り
、

P
、
M
雨
群
聞
の
差
は
有
意
で
た
か
っ

？と。
氏
は
、
以
上
の
結
果
主
、
・
択
の
よ
ろ
に
要
約
し
て
い
る
。

(2) (l) 

，
民
の
’
性
質
え
の
説
象
的
同
時
の
傾
向
は
、
す
べ
て
の
人
に
認
め
ら
れ
る
。

大
き
さ
、
形
、
及
び
，
白
さ
’
に
謝
す
る
此
の
傾
向
は
司
－

m・
ハ
現
象
的
同
時
）
と
呼
ば
れ
る
同
一
の
群
因
子
に
依
存
し
て
い
る
。

多
く
の
被
験
者
に
つ
い
て
は
、

，
自
さ
’

の
経
験
と
，
明
る
さ
’

の
経
験
と
は
同
一
で
た
い
。
比
の
よ
う
友
差
異
を
示
す
場
合
は

(3) 
，
明
る
さ
’

に
謝
す
る
現
象
的
問
蹄
と
、
大
さ
さ
や
形
に
劃
す
る
現
象
的
岡
蹄
と
は
、
僅
か
友
相
互
関
係
を
一
示
す
。

強
恒
常
現
象
聞
の
相
闘
に
闘
す
る
研
究

一一一七
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諸
恒
常
現
象
聞
の
相
闘
に
閥
ず
る
研
究

一一八

（生）

被
験
者
が
、
調
象
の
民
の
性
質
を
見
ょ
う
と
す
る
傾
向
（
恒
常
度
）
は
、
知
能
、
性
別
、
美
術
に
於
け
る
訓
練
、
及
び
恐
ら
く
年

令
に
も
亦
依
存
す
る
。一一． 

ジ

1
川
ン
の
研
究

目
的

此
の
研
究
に
於
て
は
、
各
領
域
の
恒
常
現
象
に
つ
い
て
、
個
人
差
を
明
ら
か
に
し
、
且
此
の
個
人
差
が
、
各
領
域
を
遁
じ
て
一

貫
性
（
凸
O
ロ
白
目
白
件
。
ロ
ミ
）
を
示
す
か
否
か
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

或
領
域
で
高
い
（
或
は
低
い
）
恒
常
度

を
一
示
す
被
験
者
除
、
他
の
領
域
に
於
て
も
亦
高
い
（
或
は
低
い
）
恒
常
度
を
示
ず
か
、
或
は
此
の
よ
う
な
卒
行
的
友
関
係
が
存
在
し
た
い

即
ち
、

か
を
明
ら
か
に
し
よ
ろ
と
す
る
。
従
っ
て
、
各
恒
常
現
象
閣
の
相
互
相
闘
が
問
題
と
た
る
。

方
法

氏
は
、
従
来
の
恒
常
現
象
に
闘
す
る
研
究
主
康
く
検
討
し
、
資
験
方
法
に
よ
っ
て
、
異
る
結
果
が
生
守
る
と
と
を
確
か
め
た
矯

め
、
方
法
む
選
揮
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
深
い
考
慮
を
梯
っ
た
。

ザ
ウ
レ
ス
の
場
合
の
如
く
、
各
領
域
に
つ
い
て
一
一
檀
づ
っ
D
検
査
を
行
っ
た
の
で
は
友
〈
、

シ
1
Hハ
シ
は
、
大
き
さ
に
つ
い
て
四
種
、

形
に
つ
い
て
三
種
、
白
さ
に
つ
い
て
二
種
、
～
そ
の
他
補
助
的
検
査
を
三
種
、
合
計
二
一
種
の
検
杏
を
行
っ
た
。

大
き
さ
ハ
S
〉
に
闘
す
る
四
検
査
を
、
便
宜
上
、
弘
、
品
、
品
、

及
び
n
h
と
す
る
。
（
氏
は
、
別
に
此
の
よ
う
に
は
呼
ん
で
い
た
い

J

検
査
＆
l
l
N
と
し
て
次
色
の
厚
紙
で
作
っ
た
、

一
市
避
の
長
さ
九
糎
む
直
角
二
等
謹
三
角
形
を
使
用
す
る
。
此
を
長
い
テ
ー
ブ
ル
上
、

被
験
者
の
前
方
一
五

O
糎
の
所
に
置
く
口
（
直
角
を
爽
む
一
謹
が
左
側
に
来
て
垂
直
と
・
な
り
、
他
の
一
謹
が
水
卒
ど
怒
る
よ
ろ
に
置
〈
口
）

一一漣
D
長
さ
七
糎
か
ら
一
九
椀
ま
で
（
間
関

0
・
五
糎
〉
の
直
角
二
等
謹
三
角
形
の
系
列
を
用
ろ
。
此
等
は
、
被
験
者
の

V
＆
し
て
は
、

前
方
＝
一

O
O糎
（
N
C
後
方
一
五

O
糎
〉
の
所
に
、
上
昇
的
或
は
下
降
的
に
呈
示
す
る
。
被
験
者
は
、
テ
ー
ブ
ル
の
端
に
立
て
ら
れ
売
筒
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立
上
の
小
窓
〈
比
は
、
テ
ー
ブ
ル
の
表
面
か
ら
一
ニ

O
糎
の
高
さ
に
作
ら
れ
、
相
肌
野
を
還
元
す
る
た
め
で
放
く
、
被
験
若
の
頭
部
の
位
置
を

正
確
に
定
め
る
究
め
の
も
む
）
・
を
通
し
て
観
察
し
、

V
は
N
に
比
べ
て
大
き
い
か
、
小
さ
い
か
を
報
告
す
る
。
観
察
は
上
昇
系
列
、

下
降
系
列
に
つ
い
て
各
々
五
同
行
う
。

及
v= 

検
査
＆
T
I
l－N
と
し
て
、
直
径
一
（
リ
糎
の
園
板
を
、
叉
V
と
し
て
、
直
径
八
糎
か
ら
二
二
糎
ま
で
（
間
隔

0
・
五
糎
）
の
国
板
系
列
を

用
う
o
N
、

vの
被
験
者
か
ら
の
距
離
、
．
そ
り
他
の
手
緩
き
は
、
全
部
検
沓
c引
に
準
守
る
。

検
査
＆

l
l
N
、
V
共
全
く
検
査
＆
と
同
一
で
、
た
ど
具
る
鮪
は
、

V
の
距
離
を
五

O
榔
近
づ
け
て
一

O
O艇
と
す
る
。

（
N
の
距
離

は
、
や
は
り
三

O
O糎
と
す
る
J

検
査
nu－
－
－

N
と
し
て
、

一
稜
が
七
・
六
二
糎
の
立
方
憧
を
、

V
と
し
て
一
稜
が
一
・
七
五
叶
か
ら
六
・
五
吋
ま
で
（
間
隔

0
・
二
五

叶
）
の
立
方
憧
系
列
を
使
用
す
る
。
そ
の
他
の
保
件
は
、
全
く
検
査
om
と
同
様
で
あ
る
。

形
（
F
）
に
闘
す
る
三
検
査
（
匹
、
民
及
び
P
H
）
は
試
の
遇
・
り
で
あ
る
。

検
査
民

1
1
N
と
し
て
、
封
角
綿
の
長
さ
が
こ

O
糎
で
あ
る
友
色
の
正
方
形
板
を
用
う
o
V
と
し
て
は
、
水
平
方
向
の
封
角
線
の
長
さ

が
い
づ
れ
も
二

O
糠
で
、
垂
直
方
向
の
封
角
鯨
の
長
さ
は
、
六
糎
か
ら
二
三
糎
ま
で
の
菱
形
の
系
列
（
間
隔
0
・
五
糎
）
を
用
い
、
此
等

を
上
昇
的
及
び
下
降
的
に
呈
示
す
る
o
N
と
V
は
、
そ
の
中
心
聞
の
距
離
を
三

O
糎
と
し
て
、
い
づ
れ
も
被
験
若
か
ら
一
五

O
糎
の
所
に

置
く
。

N
及
び
V
は
、
テ
ー
ブ
ル
上
、
被
験
者
の
眼
の
高
さ
の
桂
に
同
定
さ
れ
る
が
、

N
は
一
方
の
封
角
拍
械
を
水
平
と
し
、
他
方
D
封
角

線
を
水
平
面
と
七
五
度
（
従
っ
て
、
前
額
千
行
面
と
一
五
度
）
傾
け
て
、

叉
V
は
前
領
一
千
行
面
（
垂
直
面
）
に
長
示
す
る
。
そ
れ
で
、

N

D
傾
い
た
・
封
角
線
の
投
射
影
の
長
さ
は
、

N
。
。
。
巴
問
。

H
E－
臼
∞
の

B
－
で
あ
る
。

被
験
者
は
検
査
S
に
於
け
る
と
同
様
念
、

筒
立
上
の
小

窓
か
ら
、

N
及
び
V
を
観
察
し
、

V
の
垂
直
方
向
の
謝
角
線
が
、

N
の
そ
れ
と
比
べ
て
、
長
い
か
、
短
い
か
を
報
告
す
る
。
費
験
室
の
照

・
諸
恒
常
現
象
聞
の
相
闘
に
闘
す
る
研
究
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諸
恒
常
現
象
問
の
相
闘
に
関
ず
る
研
究

一一一O

明
の
閥
係
で
、
左
側
の
刺
戟
が
光
源
に
近
い
が
、

N
は
傾
い
て
い
る
た
め
に
、
左
右
い
づ
れ
C
位
置
に
た
い
て
も
明
る
く
見
え
る
。
そ
こ

で
N
の
位
置
を
左
側
に
令
し
て
、
上
昇
及
び
下
降
系
列
を
各

ι
三
同
行
い
、
叉
右
側
の
位
置
ー
に
つ
い
て
も
同
様
に
行
っ
て
、
此
等
の
卒
均
を

以
て
等
債
値
を
定
め
た
。

検
査
nu－
－

N
は
、
検
査
の
場
合
と
大
き
さ
は
全
く
等
し
い
が
、
水
平
面
と
四
五
度
（
前
額
一
や
行
商
と
も
四
五
度
）
の
傾
き
を
以
て
固

定
す
る
。
従
っ
て
、
此
の
垂
直
の
封
角
鯨
の
投
射
影
の
長
さ
は
、

N
0
0
0
田
昌
o
H
E－
E
Nの
自
で
あ
る
。

そ
の
他
の
保
件
は
、
全
く
検
査

E
U
と
同
様
で
あ
る
。

検
査
P
H
I
－
民
と
具
る
と
こ
ろ
は
、
た

H
A
N
の
傾
き
が
、
水
平
面
と
一
五
度
（
前
額
一
千
行
酉
と
七
五
度
）
を
以
て
、
同
定
さ
れ
る
黙
で

あ
る
。
此
の
場
合
、

N
の
垂
直
封
角
線
の
投
射
影
の
長
さ
は
、

N
。。。均一切
O
H
U

・H
U
可
。
。
自
で
あ
る
。

前
額
千
行
面
か
ら
の
・
傾
き
が
大
怒
る
程
、
判
断
は
困
難
と
な
る
の
で
、
検
査
は
れ

l
p
H
I
R
の
順
序
で
行
わ
れ
売
。

白
さ
（
W
）
に
闘
す
る
検
査
は
、
次
の
帆
及
び
w川

D
二
種
に
直
分
さ
れ
る
。

検
査
一
帆
｜
｜
所
謂
「
照
明
見
透
し
法
」
（
ロ

E
E
S昨

日

OH岡田
5
2
3
n
号
O
E
m
s
a）
で
、

て
二
個
の
混
色
国
椛
を
置
き
、
両
者
を
比
較
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
と

L
で
は
、
光
源
と
し
て
、

N
（
白
色
図
板
）
は
、
光
源
よ
り
、
や
L
左
方
に
且
つ
被
験
者
よ
り
三

O
四
種
の
所
に
置
さ
、
叉
V
（
九
度
の
間

一
つ
の
光
源
か
ら
異
る
距
離
に

N
、
V
と
し

一
五

O
W
の
電
燈
を
被
験
者
の
頭
上
六
吠

の
高
さ
に
固
定
す
る
、

隠
で
、
白
、
黒
の
分
量
を
加
減
す
る
）
は
や
L
右
方
に
且
つ
被
験
者
よ
り
一
五
二
糎
の
所
に
置
く
。
被
験
者
は
、
時
む
せ
に
よ
っ
て
、
頭

部
の
位
置
を
定
め
、
い
づ
れ
か
一
方
の
眼
を
用
い
、
固
筒
（
直
径
四
糎
、
長
さ
三
五
糎
〉
を
遇
し
て
観
察
す
る
。
先
や
N
を
、
，
択
に
V
を

見
て
、
後
者
が
前
者
に
比
べ
て
よ
り
白
い
か
否
か
を
報
告
す
る
の
で
あ
あ
。
上
昇
及
び
下
降
系
列
を
各
‘
二
同
行
う
。

桧
査
一

m
l
l観
察
に
圏
筒
を
用
ゃ
な
い
だ
け
で
、
他
の
手
績
き
は
全
く
wm
と
同
様
で
あ
る
。
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以
上
の
諸
検
査
を
賓
施
し
た
後
、
数
ヶ
月
経
っ
て
補
助
検
査
と
し
て
、
聞
い
た
角
（
。
匂

2
8
E
S、
大
き
さ

l
重
さ
D
錯
魔
（
盟
N
0
・

4

『
＠
日
岡
町
件
ロ
吉
田
問
。
ロ
ズ

及
び
形
態
完
成
検
査
（
の

g
Z
E
g目
立
E
窓口

za）
の
三
種
を
行
つ
売
。
開
い
た
角
の
検
査
で
は
、

N
と
し

を
被
験
者
の
方
に
向
け
、

一寸凶ロ
A
H
O

。

｜
｜
仲
間
口
！
”
出
町
叫
割
引
lHmmoω
旬
、
と
な
る
。

V
と
し
て
は
、
二
五
度
か
ら
七
五
度
ま
で
（
間
隔
二
・
五
度
）
の
角
の
系
列
を
用
い
、
此
等

て
、
厚
紙
を
切
り
抜
い
て
作
っ
た
四

O
度
の
角
を
用
ろ
。
此
を
被
験
者
の
前
方
一
五

O
糎
の
所
に
、
眼
の
高
さ
に
呈
示
す
る
。
そ
の
頂
鞘

網
膜
像
と
し
て
の
角
の
大
き
さ
は
、

底
謹
左
前
額
一
や
行
商
か
ら
五
五
度
傾
け
る
。

従
っ
て
、

五
五
度
三
五
分

を
N
よ
り
や
L
左
方
に
、
前
額
一
や
行
商
に
呈
示
し
、

N
と
比
較
さ
せ
る
。
次
の
大
き
さ
1
設
さ
の
錯
畳
で
は
、

N
と
し
て
、
剛
腕
積
一
六
五
立

方
糎
ハ
直
径
六
糎
、
高
さ
二
・
三
糎
〉
、

重
さ
一

O
O瓦
の
闘
筒
左
用
ろ
。

V
は
、
瞳
積
が
い
づ
れ
も
二
六
立
方
糎
（
直
径
四
・
回
線
、

高
さ
一
・
七
糎
）
で
、

重
さ
三
二
瓦
か
ら
一

O
O瓦
ま
で
（
間
隔
四
瓦
）
の
困
簡
の
系
列
を
用
い
、
被
験
者
は
、
同
一
の
手
で
、
先
4
y
N

を
次
に

V
を
奉
げ
て
、
稽
時
的
に
雨
者
を
比
較
す
る
。
形
態
完
成
検
査
は
、
ス
ト

F
1
干
の
考
擦
に
よ
る
も
の
で
、
十
三
種
の
不
完
全
な

園
形
（
何
等
か
の
績
を
暗
示
す
る
）
の
系
列
か
ら
成
る
。
被
験
者
は
、
此
等
が
何
に
見
え
る
か
を
報
告
す
る
。

被
験
者
と
し
て
、
女
子
大
拳
生
こ
九
｜
一
一
一
一
一
歳
）
二
五
名
を
用
い
、
上
記
の
す
べ
て
の
検
査
を
賓
施
し
た
。

結
果

以
上
の
諸
検
査
に
於
て
得
ら
れ
究
素
描
ハ
等
債
値
）
は
、
ザ
ウ
レ
ス
の
場
合
と
同
様
の
公
式
に
よ
っ
て
、
恒
常
度
と
し
て
表
わ

シ
1
ハ
シ
は
、
此
の
値
を
ヘ
シ
、
不
マ
シ
に
従
っ
て
、

E
比
（
関
心
口
問
神
戸
。
ロ

E
Z
O
）
と
呼
ん
で
い
る
。
卸
ち

さ
れ
た
。
し
か
し
、同

II 
日 l】。｜。
llQ llltl 

:::C,［司
111 
olo 
lltl Iぬ
ω｜ω 

乙－
L

で、

P
は
現
象
的
値
（

E
5
5
B
g巴
4
S
E
O）、

S
は
近
刺
戟
（

ω昨日目ロ
E田
4MWEO〉、

R
は
民
の
値
（
問
。
m

－S
E
O）
で
あ
る
。

各
被
験
者
の
素
鈷
は
、
す
べ
て
右
D
E
比
に
換
算
し
、
更
に
各
検
査
の

E
比
に
つ
い
て
、
相
互
相
闘
が
算
出
さ
れ
究
。
表
向
は
、
此
む

議
恒
常
現
象
聞
の
相
関
に
閥
ナ
る
研
究

一一一一一
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J
f
i
世話
t
q
川
l

ト

事

大きさ（S），形（F）及び白さ（W)-<D検査に於ける

相互相関

表（5〕

諾恒常現象聞の将一に関ずる研究

検 査 j S1 j S:i J Ss j S4 j F1, I F2 I F3 I W1 j W2 

.. 899 .811 .876 .184 .424 .849 .246 .3661 ー (.027) (.048) (.082) (.II6) (.128) (.122) 
.874 .877 .152 .467 .886 .845 .407 2開板 150cm 
(.082) (.082) (.IIO) (.125) (.124) <:~~~) s 

.781 .294 .484 .852 .244 8開板 100cm 
(.055) (.128) (.114) (.128) 

.284 .420 .409 .812 .420 4立方形150cm
(.129) (.II7) (.!18) ー（.127)(.II7) 

.568 .296 .252 .009 E方形 75。 一 (.097) (.128) 
.646 .516 .297 正方形 45。
(.088) (.104) (,128) 

一 .242 .875 五方形 15・
(.121) 

一 .159 
w 

I還元

2 自由 一

一一一一一一

結
果
を
示
す
も
む
で
、
此
等
の
相
闘
む
算
出
に
は
、

ス
ピ
ア
マ

ν
の
列
位
差
法
が
用
い
ら
れ
た
。
（
前
記
ザ
ウ
レ
ス
む
結
果
と

比
較
す
る
た
め
に
、
比
の
表
に
用
い
た
記
就
ゃ
、
記
述
の
順
序

〔スピアマンの列位差法， N=25，括弧（）内は PE〕

等
は
、

シ
l
A
Y
の
夫
と
多
少
異
っ
て
い
る
J

A
問、

表
中
括

弧
内
に
確
率
誤
差
が
記
入
し
て
あ
る
相
闘
は
、
統
計
的
に
有
意

た
も
の
で
あ
り
、
記
入
の
た
い
相
闘
は
、
有
意
で
な
い
も
の
で

あ
る
。表

向
に
つ
い
て
、
先
歩
、
す
べ
て
の
相
闘
が
E
－
な
る
と
と
が

注
意
さ
れ
、
戎
に
大
部
分
の
相
闘
が
低
い
と
と
が
認
め
ら
れ

る
。
但
し
、
検
査
S
内
の
相
閥
、
邸
ち
大
き
さ
に
闘
す
る
六
つ

の
相
闘
は
、

0
・
八
乃
至

0
・
九
む
付
近
で
、
相
営
高
い
。
し

か
も
、
・
択
の
よ
ろ
念
規
則
性
が
認
め
ら
れ
る

oaと
＆
或
は
お

ιの
相
闘
ハ
0
・
八
一
一
、
’

0
・
七
八
一
〉
は
、
白
と
＆
或
は

品
と
む
相
聞
〈
0
・
八
九
九
、

0
・
八
七
七
＼
＆
と
＆
と
の

相
閥
ハ

0
・
八
七
六
）
、
＆
と
品
と
の
相
闘
（

0
・
八
七
回
）
の

い
づ
れ
よ
り
も
低
い
。
此
の
ζ

と
は
、
お
と
ら
．
が
共
に
国
板
、

’R 号－ . 

稔言P 1’Mや

広
と
＆
が
角
度
を
合
む
艶
象
で
、
叉
N
の
距
離
は
お
む
み
が
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0
0糎
で
、
他
の
三
者
は
い
づ
れ
も
一
五

O
糎
で
あ
る
と
と
を
考
え
る
と
、
距
離
及
び
封
象
の
形
態
の
雨
因
子
が
相
闘
に
及
ぼ
す
影
響
は
、

距
離
或
は
形
態
の
一
因
子
の
そ
れ
よ
り
も
大
き
く
、
著
し
く
相
闘
を
低
下
さ
せ
る
ζ

と
を
示
し
て
い
る
。
叉
右
の
諸
他
。
比
較
か
ら
、
距

離
の
盤
化
が
相
闘
に
及
ぼ
す
影
響
は
、
封
象
の
形
態
の
鐙
化
が
相
闘
に
及
ぼ
す
影
響
と
略
等
じ
い
乙
と
も
知
ら
れ
る
。

女
に
、
検
査
E
内
の
形
に
闘
す
る
三
つ
の
相
闘
は
、
右
む
大
き
さ
に
於
け
る
値
よ
り
は
、
著
し
〈
低
い
。
し
か
し
封
象
を
傾
け
る
角
度

が
近
似
す
る
場
合
、
卸
ち
民
（
七
三
度
）
と
E
H

〈
四
五
度
）
と
の
相
闘
（

0
・
五
六
コ
一
）
及
び
れ
と
九
〈
一
五
度
）
の
相
関
（

0
・
六
四

一
%
の
水
準
で
有
意
で
あ
る
が
、
角
度
が
著
し
く
異
る
場
合
、
↑
即
ち
民
と
百
円
と
の
相
関
（

0
・
二
九
六
）
は
、
右
に
比
べ
て
造

六
）
は
、

に
低
く
、
同
様
の
水
準
で
は
有
意
と
た
ら
な
い
。

検
査
W
内
の
相
闘
（

0
・
一
五
九
）
も
、
著
し
く
低
く
、
有
意
と
は
認
め
ら
れ
た
い
。

以
上
は
、
同
種
検
査
内
で
、
保
件
が
呉
る
と
相
闘
が
著
し
〈
低
下
す
る
乙
と
を
見
た
D
で
あ
る
が
、
異
る
領
域
問
、
卸
ち
検
査
S
と
F

S
と
W
、
及
び
F
と
W
相
互
聞
の
相
闘
は
ど
う
で
あ
ら
ろ
か
。
表
で
見
る
通
り
、
い
づ
れ
も
低
く
、
信
頼
度
（
串
司
開
）
の
要
求
を
満
足
し

て
い
な
い
。
此
は
、
異
る
因
子
が
有
力
に
作
用
す
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。

表
的
は
、
各
被
験
者
の
、

に
於
け
る
よ
り
も
、

各
検
査
に
つ
い
て
の
恒
常
度
（
E
比
）
を
、

一
そ
ろ
恒
常
傾
向
の
強
測
不
可
能
性
を
具
盤
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
卸
ち
、

標
準
離
に
直
し
て
示
し
た
・
も
の
で
あ
る
。

此
に
よ
れ
ば
表
向

同
一
の
被
験
者
に
つ
い
て

各
検
査
の
動
教
を
調
べ
て
見
る
と
、
ぞ
と
に
一
貫
性
が
認
め
ら
れ
・
な
い
。
二
五
名
の
被
験
者
に
つ
い
て
、
動
数
の
符
競
売
け
を
注
意
し
て

見
て
も
、

一
貫
し
て
同
一
符
競
を
示
す
煮
は
。
む
3
の
唯
一
人
で
あ
る
。
此
の
被
験
者
は
、
九
種
の
検
査
の
す
べ
て
に
劃
し
て
卒
均
以
上

の
得
賄
を
一
示
す
が
其
他
の
者
で
、
全
部
平
均
以
上
或
は
以
下
の
位
置
を
占
め
る
者
は
、

一
名
も
た
い
。
但
し
れ

2
、
4 

5 、
11 

12 

日
、
問
、
及
び
お
の
八
名
は
、
た
H
A

一
O
の
検
査
を
除
い
て
、
他
む
検
査
は
全
部
同
符
競
の
得
黙
を
示
し
て
い
る
。
叉
此
の
表
に
よ
れ
ば

議
恒
常
現
象
聞
の
相
聞
に
碗
ず
る
研
究

一一ー一
一
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諸
恒
常
現
象
問
の
相
関
に
関
す
る
研
究

各被験者D指数Eについての標準賠教

三三
s F w 

1 2 3 4 1 2 3 1 2 

1 .591 .422 .136 .319 -1.639 -.9651 -.009 .058 .079 

2 .164 .372 .953 .144 1.001 .581 .955 .866 一.399

3 1.182 .871 1.624 
.96国明4: 1.217 

1.444 1.94包 .819 .994 

4 一.665一.077一.626 .0 -l.067 一1.783 -1.365 -1.536 -1.524 

5 一.059-1.188 一.844一.7 ー.700一.249 .456 -1.212 一.595

6 一.194一.386 . .109 .OB3 l.014 .498 、 .443

百 .591 1.082 .254 .2441 -.488 -.121 .621 1.928 -.145 

8 1.189 1.244 l.(?16 .569ー.733 1.220 .495 一.439 .501 

9 一.135一.197 -.l3fJ 1.370 一.137 .019 .444 一.508-1.168 

IO -2.296 ー.506一.589-1.233 -l.533 -2.013 -1.953 .404 .007 

一 一11 -1.152 -1.124 一.662一.964-.219 -.077 .072 一.092-1.596 

12 .337 .801 .127 .513, .402 1.374 1.137 -.208 2.496 

13 1.039 1.427 1.171 一.364-1.433 - 889 2.228 

14 .800 .724 .699 .102 .710 -.208 .769 

15 -I.286 -1.532 -1.969 一.958-.469 -1.339 .. 907 

一 一一
16 -2.408 -2.263 -2.341 -1.003 -1.327 -1.051 -1.118 

17 .561 .239 .272 -1.259 .435 

18 -1.032 -1.384 -' 1.969 .658 -1.615 1.871 .073 

19 .366 一.126一.027 一.185 ー.921一.739 -.951 

20 .479 .077 1.053 -.601 -.325 .068 一.131

21 I.451 l.047 .917 一..068ー.346 1.051 一.951

22 -.I12 .036 .109 -.232 一.333 .019 .731 1.639 .537 

23 .860 1.265 1.007 2.003 3.241 2.601 I.065 .081 -.058 

24 .337 .682 .154 .569 1.429 .977 一.892 .924 一.668

25 -.591 -I.504 一.481-1.叫 .108 -.185 .638 -1.051 一.428

表〔6)

三
一
一
四

高
い
（
或
は
低
い
）

恒
常
度
は
、
或
種
の

検
査
に
限
ら
れ
る
も

の
で
、
決
し
て
全
般

的
に
現
わ
れ
友
い
。

’

P
9
d

、nu
、

n
v

’A
・
n
d

及
び
紅

に
つ
い
て
、
と
く
に

此
の
と
と
が
認
め
ら

れ
る
。
邸
ち
昨
日
は

検
査
S
に
於
て
恒
常

度
が
高
く
、
む
却
は

検
査
F
に
於
て
低
く

叉れ．
E
は、

S
に
於

て
高
く
、

F
に
於
て

低
い
の
で
あ
る
。
ザ

ウ
レ
ス
が
主
張
す
る

よ
ろ
に
、
全
般
的
に
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綜合検査，補助検杏D相互相闘

検 F I Wi I w2 !csι）｜開いた角｜ヨγ｜形態完成

s （弘！；S1) 一 .497 .32I .370 一 一.098 .095 一.375

F (.J1'!:F1) 
(.I07) (.126) (.121) (.121) 

一 .398 .232 一 .089 一.041 一.472
(.118) (.109) 

W1 一 .159 一 .131 一.149 一.463

W2 .391 
(.111) 

一 -.146 一.207 一.349

一
(.119) ( .123) 

開いた角 一 .034 一.033
大量ー吉ー重き 一 .268 

形態完成

表〔7〕

議
恒
常
現
象
関
の
相
闘
に
関
ず
る
研
究

高
く
、
或
は
低
い
と
一
耳
ろ
と
と
は
認
め
ら
れ
・
な
い
。
又
各
被
験
者
の
鈷
数
の
範
闘
を
・

調
べ
れ
ば
、
そ
と
に
作
用
す
る
因
子
の
多
様
性
に
つ
い
て
の
確
信
を
深
め
る
と
と
が

出
来
る
。

表
的
は
、
検
査
S
D
四
種
、
検
査
F
の
三
種
を
夫
え
綜
合
し
て
、
誤
差
や
特
殊
因

子
を
除
去
し
て
、
．
相
闘
を
求
め
た
・
も
の
で
あ
る
。
品
開
此
の
表
に
は
、
前
識
の
三
種
の

補
助
検
査
の
相
関
も
示
し
て
あ
る
。
聞
い
た
角
。
検
査
で
は
、
前
額
千
行
商
か
ら
傾

け
て
呈
示
さ
れ
た
N
の
角
度
と
、
前
額
千
行
面
に
呈
示
さ
れ
た
V
の
角
度
と
を
比
較

す
る
D
で
あ
る
が
、

N
と
V
の
角
度
を
爽
む
二
議
（
客
観
的
に
は
等
し
く
作
ら
れ
て

い
る
〉
は
、

N
D
同
轄
の
た
め
に
、
現
象
的
に
は
等
し
〈
見
え
・
泣
い
の
で
、
此

D
差

(N=25，括弧〈）内d P.E〕

具
が
、
角
度
の
比
較
に
影
響
を
及
ぼ
す
。
叉
大
き
さ

l
重
さ
の
錯
畳
で
は
、

N
と
V

の
重
量
を
比
較
す
る
の
で
あ
る
が
、

N
と
V
と
は
憧
積
が
具
る
（
前
者
は
、
後
岩
の

重
量
の
比
較
を
迷
わ
す
の
で
あ
る
。
一

表
的
の
最
後
の
列
に
は
、
形
態
完
成
検
査
と
．
他
の
検
査
と
の
相
闘
が
示
し
て
あ
る

が
、
大
き
さ

l
重
さ
む
錯
畳
と
の
相
闘
を
除
い
て
、
他
の
相
闘
は
す
べ
て
負
数
と
た

此
の
差
異
が
、

二
・
五
倍
）
の
で
、

さ
て
、

っ
て
い
る
。
此
は
注
意
に
値
す
る
事
賓
で
、
低
い
恒
常
度
を
示
す
個
人
は
、
判
じ
績

の
不
完
全
怠
部
分
を
補
っ
て
、
此
を
説
明
す
る
習
慣
が
護
謹
し
て
い
る
と
と
を
暗
示

し
て
い
る
。

三
一
一
五
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誇
恒
常
現
象
問
の
相
聞
に
闘
す
る
研
究

表
的
で
、
そ
の
他
一
般
的
傾
向
は
、
表
向
と
異
る
も
の
で
は
な
い
。
邸
ち
、
検
査
S
と
F
と
の
間
（

0
・
四
九
七
〉
に
は
、
此
等
と
検
、

査
肌
と
の
聞
〈

0
・
三
七

O
、
0
・
二
一
三
一
）
に
於
け
る
よ
り
も
、
多
く
の
因
子
を
共
有
し
て
い
る
。
叉
検
査
S
と
F
と
を
綜
合
し
て
、

市
川
と
の
相
闘
を
求
め
る
と
（

0
・
三
九
一
〉
、
単
濁
の
場
合
に
於
け
る
よ
り
も
、
や
L
高
い
と
と
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
此
慮
で
注
意

す
べ
き
と
と
は
、
右
の
検
査
S
、
F
聞
の
相
閥
（
比
を
錯
差
積
相
聞
に
直
す
と

0
・
五
一
八
と
な
る
）
は
、
ザ
ウ
レ
ス
の
値
（

0
・
六
九

六

五
）
よ
り
可
成
り
低
い
。
前
越
の
よ
う
に
、
此
臓
で
用
い
党
方
法
は
列
位
差
法
で
、
被
験
煮
の
列
位
は
、
極
く
微
妙
危
酷
で
襲
化
し
、
従

っ
て
相
闘
に
も
大
い
に
影
響
す
る
か
ら
、
此
の
よ
ろ
た
相
具
が
認
め
ら
れ
た
ζ

と
L
考
え
ら
れ
る
。
又
一
方
、
も
し
此
の
賓
験
に
於
て
、

背
景
の
単
純
化
〈
黒
色
の
カ
l
テ
ゾ
J

を
張
り
め
々
ら
す
如
き
）
が
・
な
か
っ
た
怒
ら
ぽ
、
多
く
の
手
掛
り
が
利
用
出
来
て
、
高
い
相
闘
を
生

ザ
ウ

ν
ス
が
見
出
し
た
よ
ろ
念
、

じ
、
そ
の
結
果
、

「
紳
話
的
友
因
子
」
（
宮
司
笹
山
の
色
目
m
a
o吋
）
の
存
在
を
肯
定
す
る
と
と
に
・
な
っ
た
か

も
知
れ
友
い
。
し
か
し
、
賓
際
に
は
、
同
一
の
被
験
者
を
用
い
て
も
、
各
検
査
の
得
融
聞
に
は
、
驚
く
べ
き
程
類
似
が
見
出
さ
れ
歩
、
叉

相
闘
も
全
般
的
に
低
か
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
各
検
査
聞
の
相
闘
を
主
と
し
て
見
た
の
で
あ
る
が
、

シ
ー
ハ
シ
は
、
各
検
査
の
結
果
に
つ
い
て
も
、
夫
々
一
精
細
に
論
じ
た
・
後
、

・
択
の
如
く
要
約
し
た
。

大
き
さ
、
形
、
色
等
に
つ
い
て
行
っ
た
検
査
の
結
来
、
大
き
さ
の
恒
日
常
群
を
除
い
て
は
、
見
出
さ
れ
た
相
聞
は
低
〈
、
大
部
分
は
無
踊

さ
れ
る
程
度
の
も
り
で
あ
っ
党
。
比
の
事
賞
、
及
び
多
く
の
被
験
者
が
、
諸
検
蚕
で
示
し
た
得
鞘
の
康
範
聞
に
わ
た
・
る
理
化
性
に
よ
っ
て

恒
常
性
は
～
そ
の
判
断
の
た
さ
れ
る
脇
陣
件
に
無
関
係
に
、
高
度
或
は
低
度
に
個
人
に
よ
っ
て
所
有
さ
れ
る
、
或
る
分
離
し
党
翠
一

D
特
性

3
0
U
M
W
2
8
5
R
M肖
凶
二
自
民
〉
で
は
た
い
ζ

と
が
強
調
さ
れ
る
。

倫
、
共
の
如
き
結
論
が
奉
げ
ら
れ
る
。
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(2) 

見
え
の
大
き
さ
、
形
、
色
或
は
現
象
的
重
さ
は
、
い
づ
れ
の
被
験
者
に
劃
し
て
も
、
判
断
般
況
の
特
殊
保
件
下
に
作
用
す
る
客
憧

的
並
に
主
憧
観
的
因
子

3
Z
3
5
8色

E
Z
5
5
E一8
5
の
組
合
せ
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

現
象
的
経
験
は
．
し
ぼ
／
＼
近
刺
戟
と
封
象
の
民
の
性
質
と
の
聞
の
折
衷
的
性
質
を
表
わ
す
が
、
等
債
値
の
範
囲
は
決
し
て
此
等

の
限
界
に
制
限
さ
れ
危
い
。
移
調
の
手
掛
り
（

4
Bロ
昆
耳
目
宮
崎

2
2〉
の
増
加
或
は
客
観
的
態
度
の
容
易
さ
に
よ
っ
て
、
野
保
件

の
僅
か
訟
費
化
も
超
恒
常
（

0
4
0
H
S
E
Sロ
n
S
を
著
し
〈
増
加
さ
せ
る
。

(1) 間
・
現
象
的
経
験
の
性
質
が
常
に
依
存
し
て
い
る
諸
国
子
む
微
妙
注
釣
合
除
、
客
観
的
般
況
D
些
細
友
部
分
と
考
え
ら
れ
る
事
柄
。
費

化
の
効
果
に
よ
っ
て
費
明
さ
れ
る
。
例
え
ぽ
、
園
形
む
封
象
の
代
り
に
三
角
形
の
封
象
を
用
い
る
と
、
信
額
出
来
る
程
度
に
高
い
恒

常
度
を
生
守
る
が
如
き
で
あ
る
。

ω・
恒
常
度
の
決
定
に
影
響
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
他
の
客
盤
的
因
子
に
は
、
女
D
如
き
も
む
が
あ
る
。

1 

見
ら
れ
る
細
部
D
量
の
大
小

封
象
が
そ
の

o
E常
念
。
保
件
〈

ZOHEZsa箆
o
g
か
ら
偏
る
程
度
ハ
例
え
ば
、
封
象
が
前
額
平
行
商
か
ら
傾
〈
場
合
凶

8

開
い
た
角
の
検
査
を
特
性
づ
貯
た
よ
ろ
た
誤
り
を
導
く
文
脈
ハ
冨
官
官
邸
弘
首
m
o
g宮
前
3
の
介
入

a官 2 

可
ッ
チ
さ
せ
る
劃
象
が
、
固
形
を
表
わ
す
か
或
は
素
地
を
表
わ
す
か

1 
主
髄
的
因
子
の
中
で
は
、
女
の
も
の
が
作
用
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

感
畳
的
能
力
（

ω
g
g弓
o図
。
窓
口

0
5、
と
く
に
運
動
感
覚
的
解
別
力
（
関
宮
O
回
答
。
位
。

a
RユBEMH神
宮
口
）
の
敏
感
さ

判
断
の
形
成
に
於
て
、
指
事
的
手
が
か
り
（
の

aa昌一
2
2）
を
、
巧
み
に
一
貫
し
て
用
い
る
と
と

(5) 
2 8 

直
接
に
先
行
す
る
僚
件
に
艶
し
て
・
注
さ
れ
た
誼
臆
に
劃
す
る
固
執
性

諸
恒
常
現
象
間
の
相
聞
に
閲
す
る
研
究

七

-
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議
恒
常
現
象
聞
の
相
闘
に
関
ナ
る
碗
究

ご
一
一
八

5 

暗
示
及
び
艶
比
効
果
（
。
。
ロ
仲
呂
田
円
。
ほ

oav
に
封
ず
る
感
受
性
（

ωロ聞の
O
H
邑
E
ロ号〉

客
観
的
知
畳
に
封
し
て
、
好
都
合
友
構
え
ハ

hrEzaロ
也
事
件
回
）

4. 6 

南
限
の
間
臨
む
よ
ろ
た
構
謹
上
の
特
徴

(6) 

主
盤
的
因
子
D
影
響
が
、
客
髄
的
保
件
に
謝
し
て
付
随
的
で
あ
る
と
と
は
、
外
的
保
件
の
微
少
た
費
化
に
よ
っ
て
も
個
人
の
賄
数

に
費
化
が
生
じ
る
と
と
か
ら
ろ
か

y
わ
れ
る
。
此
の
黙
に
闘
し
て
特
に
著
し
い
例
は
、
中
程
度
に
懐
け
ら
れ
た
艶
象
が
、
前
額
手
行

商
か
ら
更
に
傾
け
ら
れ
る
場
合
に
見
ら
れ
る
個
人
に
つ
い
て
の
恒
常
度
減
少
の
不
向
性
で
あ
る
。
亡
の
場
合
店
員
験
保
件
。
性
質
が
、

個
人
に
、
と
っ
て
好
都
合
の
構
え
を
或
は
容
易
に
し
或
は
妨
害
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
は
郎
ち
、
資
験
保
件
に
於
け
る
僅
か
た
費
化
が

効
果
を
反
封
と
し
、
以
前
に
漠
然
と
し
て
い
た
分
析
的
態
度
を
明
白
と
注
し
た
・
り
、
或
は
以
前
に
効
果
的
で
あ
っ
・
た
も
の
を
無
効
と

ず
る
。

(7) 

恒
常
一
性
に
寄
輿
す
る
多
く
む
因
子
の
中
で
、
あ
る
も
の
は
、
敢
種
の
検
査
に
共
通
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ぽ
、
調
節
作
用

や
雨
眼
轄
犠
の
手
掛
り
は
、
大
き
さ
及
び
形
の
恒
常
性
に
共
に
影
響
す
る
。
此
等
の
共
通
因
子
の
影
響
が
、
そ
の
他
の
因
子
の
作
用

一
般
に
、
低
い
相
闘
は
、
二
つ
の
検
査
簡
に
共
通
で
た
い
因
子
。

を
弱
く
す
る
程
度
に
臨
じ
で
、
検
査
聞
に
相
闘
が
期
待
さ
れ
る
、

影
響
が
、
共
通
因
子
の
作
用
よ
り
も
重
要
で
あ
る
と
と
を
暗
示
す
る
。

(8) 

以
上
の
よ
う
た
・
次
第
で
あ
る
か
ら
、
車
一
特
性
（
d
s山
骨

神

話

回

3
の
存
在
を
暗
示
す
る
よ
ろ
な
、
恒
常
性
（
凸
O
ロ
田
宮
ロ
ミ
）
な
る
語

の
使
用
に
は
援
を
も
っ
。
恒
常
性
が
、
特
に
或
年
令
、
或
知
能
水
準
に
於
て
、
他
よ
り
も
一
そ
ろ
著
し
い
と
は
考
え
ら
れ
た
い
。
、
年

令
或
は
知
能
が
、
前
記
の
主
盤
的
一
因
子
の
或
も
の
に
直
接
的
に
影
響
る
及
ぼ
す
程
度
に
よ
っ
て
、
恒
常
性
に
間
接
的
に
影
響
を
奥
え

る
に
と
は
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
い
は
主
細
胞
的
因
子
が
優
位
主
役
割
を
演
予
る
傑
件
に
限
ら
れ
る
。
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（め

被
験
者
。
中
で
、
大
き
さ
、
形
、
白
さ
D
恒
常
度
に
つ
い
て
最
低
D
者
一
部
、
形
態
完
成
検
査
に
於
て
や
L
高
い
成
積
を
一
不
す
傾
向

を
認
め
た
。
比
は
、
叫
剖
象
を
現
象
的
に
よ
り
鑓
化
的
な
も
む
と
し
て
見
る
傾
向
を
も
っ
た
観
察
者
は
、
比
較
的
に
不
完
全
な
感
覚
的

J

プ

i
グ
ー
を
基
に
し
て
、
叫
剖
象
の
範
噂
的
同
一
化
（
凸
M
W
件。ぬ。江

S
－E
g
E
K
m巴
0
5
を
容
易
に
す
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

ーーー
ザ
ク

V

ス、

ジ

1ρ
ン
の
研
究
結
果
の
因
子
一
分
析
的
批
剣

ザ
ウ

ν
ス
は
、
主
と
し
て
相
閥
的
資
料
に
基
い
℃
、
検
査
S
、
F
及
び

W
聞
に
群
因
子
の
作
用
す
る
こ
と
を
主
張
し
、

シ
I
ハ
シ
は
、

各
検
査
に
於
て
示
す
得
勤
の
不
向
性
（
同
ロ
円
。
ロ
回
目
見

8
0
5
を
根
蟻
と
し
て
、

で
、
先
十
雨
氏
が
、
同
様
に
提
出
し
た
相
闘
の
資
料
を
、
表
向
に
ま
と
め
て
比
較
を
試
み
る
。
も
っ
と
も
、
此
の
表
で
、
ザ
ウ
レ
ス
の
数

値
は
、
各
一
種
の
検
査
の
結
果
に
基
き
、
シ
ー
ハ
ン
の
数
値
は
、
二
種
以
上

D
検
査
の
結
果
に
基
い
て
い
る
。
叉
ザ
ウ

ν
ス
の
相
闘
は
、

錯
差
積
法
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
た
も
の
で
、
シ
ー
ハ
シ
む
相
闘
は
、
列
位
差
法
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
勤
も
異
る
。
従
っ
て
、
表
に
は
、

列
位
差
相
闘
を
錯
差
積
相
闘
に
直
し
た
値
が
示
し
て
あ
る
。
さ
て
、
乙

L
に
上
げ
た
開
氏
の
二
組
の
相
闘
に
は
、
果
し
て
雨
者
の
相
反
す

主
と
し
て
被
験
者
が
、

群
因
子
の
設
を
否
定
す
る
。

そ
こ

る
主
張
主
根
蟻
づ
け
る
如
き
有
意
な
差
が
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
此
の
事
震
を
検
定
す
る
究
め
に
、
女
の
公
式
に
よ
っ
て

Z
値
を
計

算
し
た
。

～－

H
 

N
H（
Nヘ！・
N
へ
と
～

H

i

J
！

】

ん

－

h

i

l

l

 

～
〈

p
l
ω

，
ロ
Hlaω

と

L
で、

U
、

U
除
、
二
つ
の
相
閥
九
、
九
を
弐
の
公
式
で
換
算
L
ー
た
値
で
あ
る
。

N、
日
伝
〔
』
O
M
V
2
＋
吋
〉

IHomo（

H
I
N－V
〕

諸
恒
常
現
象
閣
の
相
闘
に
関
ず
る
研
究

三
三
九
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諸
恒
融
市
現
象
聞
の
相
闘
に
闘
す
る
研
究

表〔8〕 ザウV ス，シーハジの結果の比較

ゐ対百oul鰯｜蜘ehan I 

と F I 0.695 I 0.518 I 0.177 
I (n=38) l(P=0.497, n=25)I (Py>0.05) 

(S + F)/2とwI c!!~~) I（門品i~~＝25)/ (P 「Jg~05)

差

s 

又

m
、
山
は
、
丸
、
九
の
測
定
に
用
い
た
標
本
の
大
き
さ
で
あ
る
。

cs氏の相関 Pは，公式内Sin子により， yに換算）

先
守
、
検
査
S
、
F
聞
の
相
闘
に
つ
い
て
、

Z
を
永
め
る
。

$'I・←ーと屯

O 0 

器 富

ト、目。塁

ロ
HHω
∞

ロ回
H
N
U

一＝＝
o

此
の
値
は
、
五
%
水
準
の
時
の
Z
の
値
一
・
九
六
よ
り
は
明
ら
か
に
小
さ
い
の
で
、

V
0
・8
と
怒
り
、
右
の
二
つ
の
相
闘
の
聞
に
は
、
有
意
た
差
が
認
め
ら
れ
・
な
い
。

同
様
に
し
て
、
検
査
（

ω＋
司
〉
＼
N

と
W
の
聞
の
相
閥
、

Z
を
求
め
る
と
、

N
H
0
・∞
ωぬ
八
H
b
0・
同

M
句
｛

N
H
0
・∞
ω日

w
V
0
・0切

と
怒
り
、
や
は
り
、
此
等
二
つ
の
相
闘
の
聞
に
も
、
有
意
な
差
が
一
認
め
ら
れ
た
い
。

M
M円
｛

N
H
H
・0hF｝

同
通

M
H
O
－m∞
。
と
】
注
目
M
H
O
－色・
0

に
つ
い
て

そ
と
で
、
右
の
資
料
が
、
開
氏
の
資
料
を
代
表
す
る
も
の
と
す
れ
ば
、
雨
資
料
は
、
統
計
的
に
見
て
、
大
差
が
泣
い
と
一
再
え
よ
ろ
。
従

っ
て
、
岡
氏
の
結
論
の
封
立
は
、
資
料
の
相
具
に
よ
る
も
の
で
は
念
〈
、
資
料
に
封
ず
る
見
解
の
相
異
に
基
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ザ
ウ
レ
ス
は
、
前
越
の
よ
ろ
に
、
ス
ゾ
』
ア
マ
シ
の
二
因
子
設
に
立
っ
て
、
先
や
検
査
S
、
F
聞
に
G
因
子
と
は
濁
立
に
、
群
因
子
の
存
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在
す
る
と
と
を
確
か
め
た
。
じ
か
し
、
比
等
の
検
査
と
検
査
B
と
の
聞
に
は
バ
低
い
相
闘
し
か
認
め
ら
れ
友
か
っ
た
の
で
、
群
因
子
は
、
検

査
B
に
も
作
用
す
る
と
は
主
張
し
た
か
っ
た
。
後
で
、
検
査
W
を
行
い
、
此
と
検
査
S
、
F
D綜
合
結
果
と
の
相
闘
が
高
か
っ
た
の
で
、
結

局
、
検
査
S
、
F
及
び
W
聞
に
共
還
の
群
因
子
が
作
用
す
る
と
結
論
し
た
。
し
か
し
、
此
麗
で
見
逃
せ
危
い
と
と
は
、
シ
ー
ハ
シ
も
指
摘

し
て
い
る
よ
ろ
に
、
初
の
賓
験
ハ
表
向
に
一
示
す
）
と
、
後
の
賓
験
（
表
仰
に
一
示
す
》
は
、
被
験
者
が
同
一
で
た
山
と
と
、
及
び
後
の
結
果

に
於
て
、
検
査
S
と
B
、
叉

F
と
B
の
相
闘
を
一
示
4
0
・
？
、
党
Y
（
ω＋
3＼

M

と
B
の
相
開
。
み
を
一
万
し
党
と
と
で
あ
る
。
表
向
で
は
、
M
B回
国

H
0・H∞・

H
a
E
H
0・0
∞

切

で

非

常

に

低

い

が

、

表

的

で

は

、

叉

M
B
G
＋
3
7
1
0・
g
が
有
意
ゑ
値
を
示

M
B
G
＋
3下回
H
0・M
A
P

と
上
昇
し
、

し
て
い
る
。
従
っ
て
、
検
査
W
に
劃
す
る
有
意
な
値
は
、
被
験
者
の
相
呉
、
及
び
検
査
S
、
F
D
綜
合
に
基
く
も
の
で
は
念
い
か
と
の
襲

聞
が
起
る
。
し
か
し
、
此
む
よ
う
た
手
績
を
よ
む
問
題
を
度
外
観
し
て
、
ザ
ウ

ν
ス
が
主
張
す
る
よ
ろ
に
、
検
査
S
、
F
及
び
W
聞
に
群

因
子
を
認
め
る
と
す
れ
ば
、
前
越
む
諸
事
貨
が
一
臆
説
明
さ
れ
る
。

今
検
査
S
、
F
に
於
け
る
或
個
人
i
の
得
結
（
標
準
化
さ
れ
党
値
〉
を
お
、
お
と
す
れ
ば
、
ニ
因
子
設
．
に
よ
る
と
、
女
D
よ
ろ
に
表
現
さ
’

れ
る
。
（
検
査
W
に
つ
い
て
も
同
様
た
D
で
、
市
川
は
省
略
す
る
ロ
）

Nan君
”
凶
同
問
＋
M

剛
容
凶
弘
M

N虫
H
M
W
E
M
M
四＋君”
u
p目
』

（
】
）

乙
L
に、

品
、
舶
は
夫
‘
検
査
S
、
F
C
G
因
子
に
劃
す
る
因
予
負
荷
量
〈

E
a耳
目
g
a
E
M刷
）
で
あ
り
、
品
、
品
除
、
同
様
群
因
子
に

劃
す
る
因
子
負
荷
量
で
あ
る
。
又
V

州
、
？
却
は
、
夫
‘
個
人
が
、

G
因
子
及
び
群
因
子
に
劃
し
て
と
る
得
賄
（
標
準
結
）
で
あ
る
0

．
叉
検
査
聞
の
相
闘
は
、
決
の
よ
ろ
に
示
さ
れ
る
。

油
開
恒
幣
現
象
聞
の
相
闘
に
脇
す
る
併
究

日

一一‘ー一

づ
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議
恒
常
現
象
聞
の
相
闘
に
関
す
る
研
究

］ 

一
一一

円
匂

盟
理
＋ 
警
雪

、・~ー『d

同
盟

H
m間
同
包
同
H

〈
。

（

N
〉

ぺE
H
m
g
r
ω
r八
。

と
L
で
、
ー
は
知
能
検
査
を
示
す
。
検
査
I
と
S
、
F
聞
に
は
、

G
因
子
の
み
で
、
群
因
子
は
作
用
し
友
い
か
ら
、
此
等
の
相
闘
は
、
問

の
第
こ
、
三
式
む
よ
う
に
表
わ
さ
れ
る
。
ザ
ウ
レ
ス
に
よ
れ
ぽ
表
向
で
見
る
よ
う
に
、
知
能
と
恒
常
度
と
の
相
闘
は
、
い
づ
れ
も
負
と
な

り
、
且
そ
の
絶
封
値
は
小
さ
い
の
で
あ
る
か
ら
聞
で
、
品
、

Lm
は
共
に
負
で
、
そ
の
絶
封
値
は
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
る
。
叉
知
能
を
除
去

し
た
・
偏
相
闘
が
有
意
で
あ
る
ζ

と
を
認
め
た
が
、
そ
れ
は
向
か
ら
、

Mh間
E
H
W通凹
司

l
E
h
E
H
E
ω
m
s

な
る
と
と
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
る
。
叉
四
債
差
が
、

五
敷
と
た
る
と
と
も
、
・
択
の
よ
ろ
に
説
明
さ
れ
る
。

仲
間

2
0
H
w
h留
a
M
J
o
l
H
．2H
γ
v

H
〈

g
h
E＋
g
陪

m
e
x
m同
h
o
H
）！（飽田
Mmr）
（
智
弘
OH）

H
m
p
m
E
E
M
m
O
M＋
智
弘
容
m
r
m
p
l
gも
』
弘
司
MmCM

HmvmBMHHH釦
CH

と

L
で、

as. 、
aF, 、
ah 、

旬
、
は
い
づ
れ
も
主
で
あ
る
か
ら
、

仲
間
四

ahov
。

さ
て
、
右
む
よ
う
に
、
二
因
子
設
に
よ
れ
ば
、
相
闘
に
つ
い
て
の
諸
事
費
を
、
詮
明
す
る
と
と
が
出
来
た
が
、

問
題
に
出
曾
っ
。
ザ
ウ
レ
ス
は
、
表
向
に
一
示
し
た
よ
う
に
、
各
検
査
に
つ
い
て
個
人
差
の
著
し
い
と
と
を
認
め
、

E
っ
と
L
に
現
象
的
問

と
L
に
一
つ
の
困
難
な
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障
の
法
則
（
F
m
d
q
a
H
v
v
g。
B
－oロ
乱
円
。
ぬ
『

g回
目
。
と
の
成
立
す
る
こ
と
を
明
に
し
て
い
る
が
、
此
の
個
人
差
が
、
各
検
査
を
通
じ
て
一

貫
性
を
有
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
少
し
も
鍋
れ
て
い
な
い
。
叉
此
を
明
ら
か
に
す
る
各
個
人
の
得
動
も
示
し
て
い
た
h
o
し
か
し
、

前
記
の
法
則
性
の
事
貨
な

E
か
ら
、
氏
は
、
倒
人
差
の
一
貫
性
を
暗
に
認
め
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
、

一
つ
の
検
査
に
於
て
、
平
均

以
上
（
或
は
千
均
以
下
〉
を
と
っ
た
者
は
、
他
の
検
査
に
於
て
も
苓
均
以
上
（
或
は
平
均
以
下
）
を
一
示
す
と
と
を
、
相
闘
の
上
か
ら
認
め

て
い
る
。
し
か
し
、

シ
I
ハ
シ
が
強
調
す
る
よ
ろ
に
、
資
際
に
於
て
、
個
人
の
得
黙
は
、
各
検
査
を
遇
じ
て
、

一
貫
性
を
示
さ
守
、
不
同

性
を
表
わ
す
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
此
D
事
震
は
、
二
因
子
設
か
ら
は
説
明
さ
れ
た
い
。
友
ぜ
・
な
ら
ば
、
閉
式
に
於
て
、
旬
、
品
は
、
負

で
絶
封
値
は
小
さ
い
む
で
あ
る
か
ら
、
弘
、
ゐ
の
値
は
、
大
韓
第
二
項
の

mpd凶
N
U
M
W
S
凶
E

で
定
ま
る
。
と
乙
ら
で
、
齢
、
で
恥
は
検
査

に
つ
い
て
の
常
数
で
あ
り
、

V
M
D
み
が
個
人
に
よ
る
饗
数
で
あ
る
か
ら
、
同
一
個
人
に
よ
る
の
お
、
弘
山
値
は
、
同
一
の
傾
向
主
示
す
謹
円
で

ある．
0

邸
ち
、
尻
町
が
も
し
千
均
以
上
（
或
は
以
下
イ
で
あ
れ
ば
、

h
と
一
や
均
以
上
（
或
は
以
下
）
ど
な
る
筈
で
あ
る
。
此
む
と
と
は
高
検

査
W
に
う
い
て
も
同
様
に
一
耳
え
る
。
此
の
よ
う
に
、
二
因
子
設
で
は
、
各
検
査
を
通
じ
て
む
個
人
の
得
轄
に
闘
す
る
不
向
性
笠
説
明
す
る

と
唱
と
が
困
難
で
あ
る
0

．

・

さ
℃
、
シ

1
ハ
シ
は
、
ザ
ウ

ν
ス
の
場
合
と
具
り
、
同
一
の
被
験
者
に
つ
い
て
？
多
く
む
検
査
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
多
く
の
相
闘
を

求
め
党
が
、
此
等
の
値
は
重
硯
せ
！
？
、
表
的
に
見
る
よ
う
念
、
各
一
個
人
の
得
黙
の
不
向
性
を
根
擦
と
し
て
、
群
因
子
。
存
在
を
否
定
し
た
。

し
か
し
、
ザ
ウ

ν
ス
の
設
に
反
封
ず
る
前
に
、
此
等
の
資
料
に
塞
い
て
更
に
精
密
た
る
因
子
分
析
を
行
ろ
べ
き
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

シ
1
ハ
シ
む
右
の
見
解
は
、
二
因
子
設
に
立
つ
こ
と
か
ら
起
っ
た
も
の
で
、
も
し
も
、
サ
1
ス
ト
ン
（
1
『

F
E
『件。ロ
0
・

同

E

F
－－

E
ω
H）
の

重
因
子
設
（
冨
巳
Z
U
Z
A
m
2
2
F
g弓
）
に
立
つ
ιな
ら
ば
、

一
方
に
於
て
群
因
子
或
は
一
般
因
子
左
認
め
、

同
時
に
各
個
人
に
於
け
る

得
黙
の
不
向
性
を
も
説
明
す
る
と
と
が
出
来
る
。
本
研
究
に
於
て
は
、
此
の
見
地
に
立
っ
て
、
先
ボ
ノ
シ
！
ハ
ン
の
資
料
を
分
析
す
る
O
F

時
間
恨
常
現
象
聞
の
相
闘
に
関
す
る
研
究
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日m1111t11
検査S,F，及びWについ℃の相関行列

.8’ 

表（9)

戸
一
三
四

シ
1
ハ
ン
は
、
表
聞
に
示
す
よ
ろ
に
、
九
種
の
検
査
聞
に
、
三
六
個
の
相
関
乞
出

し
て
い
る
。
表
め
は
、
表
向
を
相
関
行
列
の
形
式
に
表
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。
此
の

相
闘
行
列
を
、
サ
I
ス
ト
シ
の
セ
シ
ト
ロ
イ
人
記
〈

n
g
B
E
B
o
p
a）
に
よ
っ

、，J

て
分
析
し
、
得
ら
れ
た
因
子
行
列
が
、
表
団
に
示
し
て
あ
る
。

向
。
因
子
行
列
は
、
因
子
分
析
法
に
よ
っ
て
直
接
得
ら
れ
党
も
む
で
、
と
L
に一示

さ
れ
た
五
個
の
因
子

I
、

E
：・・

V
は
、
分
析
の
方
法
に
依
存
す
る
も
の
で
、
特
定

の
意
味
を
有
す
る
も
の
で
は
た
い
。
此
の
仰
に
つ
い
て
、
六
回
の
同
轄
を
行
つ
党
結

果
得
ら
れ
党
の
が
、

仰
の
因
子
行
列
で
あ
る
。

此
に
は
、

五
個
の
因
子
が
、

A 

B
、
：
：

E
で
示
し
て
あ
る
。
此
の
行
列
仰
除
、
サ
1
ス
ト
ン
の
一
宮
ろ
、
単
純
構
濫

（

ω日

B
H
M
S
a
g
o
E
S〉
を
有
す
る
も
む
で
、

大
部
分
の
因
子
負
荷
量
は
E
教
を
表

わず。さて、以上の分析

h2 u2 

D E 

.153 .191 .903 .097 

.023 .296 1.015 一.015

.197 .858 ,892 .108 

.372 一.003 .935 .065 

.544 .254 .499 .501 

.484 .398 .851 .149 

.365 -.002 .570 .430 

一 一.320 .350 .399 .601 

.126 -.219 .405 .595 

に
よ
っ
て
シ
1
ハ
シ
の
資
料

に
は
、
五
個
の
共
通
因
子
が

含
ま
れ
る
と
と
を
知
っ
た
が

此
以
上
共
通
因
子
を
も
売
な

い
こ
と
は
、
此
の
表
の
共
通

性（。。
B
B
S色
目
守
〉
加
の
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列
を
見
れ
ぼ
理
解
出
来
る
。
卸
ち
、
検
査
F

司
、
島
及
び
払
は
比
の
五
個
の
因
子
に

よ
っ
て
、
約
九

O
%ま
で
説
明
さ
れ
、
と
〈
に
検
査
品
は
、
完
全
に
説
明
さ
れ
る
。

従
っ
て
、
此
以
上
共
通
因
子
の
存
在
は
あ
り
得
た
い
。
叉
濁
自
性
（
ロ
E
G
g
s
g〉

世
の
列
を
見
る
と
、
検
査
帆
及
び
院
に
於
て
比
較
的
高
い
か
ら
、
此
等
の
検
査
は

五
個
の
共
通
因
子
以
外
の
特
殊
因
子
（

ω匂
宮
山
岡
山
の

F
a
O
5
D作
用
を
多
く
受
け

る
こ
と
が
ろ
か
Y
わ
れ
る
。
さ
て
、
サ
1
ス
ト
ン
に
よ
れ
ば
、
厳
密
な
意
味
で
は

各
検
査
に
封
し
、
零
で
な
く
、
五
或
は
負
の
因
子
負
荷
量
を
有
す
る
因
子
は
、

般
因
子
と
一
買
え
る
が
、
普
通
D
意
味
で
は
、
各
検
査
に
謝
し
、

E
で
し
か
も
相
営

の
大
き
さ
の
因
子
負
荷
量
を
有
す
る
因
子
を
、
一
般
因
子
と
名
付
け
る
。
従
っ
て

表
向
で
A
、
B
、
：
：

E
の
五
個
。
因
子
は
、
厳
密
た
意
味
で
は
、
す
べ
て
一
般

rt
、

因
子
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
・
択
に
来
る
重
要
拡
問
題
は
、
と
L
に
見
出
さ
れ
た
・
五
個

の
因
子
が
、
ど
の
よ
乃
な
意
味
を
有
す
る
か
で
あ
る
。

一
般
に
、
因
子
の
解
韓
は

困
難
た
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
今
此
等
五
個
の
国
子
に
つ
恥
て
、
そ
の
特
性
を
眺

め
る
と
、
先
や
因
子
A
は
、
い
づ
れ
の
検
査
に
も
相
営
の
重
み
を
も
っ
て
い
る
が

と
く
に
検
査
W
に
劃
し
て
群
因
子
的
作
用
を
示
す
。
此
は
、
ザ
ウ
V

ス
が
、
司
－

F

の
群
因
子
．
と
呼
ん
だ
も
の
に
相
官
す
る
よ
ろ
に
考
え
ら
れ
る
。
，
択
に
、
因
子
B
は

一
般
因
子
で
あ
る
が
、
特
に
検
査
S
に
謝
し
て
群
因
子
的
作
用
を
有
す
る
と
見
倣

韓
間
恒
常
現
象
聞
の
相
闘
に
関
す
る
桝
究
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誇
恒
常
現
象
簡
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闘
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す
る
研
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一一一一六

さ
れ
る
。
因
子
C
と
E
は
、
効
果
の
弱
い
一
般
因
子
と
見
倣
さ
れ
、
ヂ
ウ

ν
ス
が
知
能
の
G
因
子
と
考
え
た
の
は
、
此
の
い
づ
れ
か
に
相

鴬
ず
る
も
・
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
最
後
に
、
因
子

D
も、

一
般
因
子
で
は
あ
る
が
、
特
に
検
査
F
に
封
し
て
群
因
子
的
効
果
を

も
つ
。さ

て
、
二
因
子
設
の
場
合
の
よ
ろ
に
、
検
査
S
、
F
に
於
け
る
、
個
人
4
の
得
黙
を
お
、
お
と
す
れ
ば
、
震
因
子
設
に
よ
る
と
、
此
等

値
の
は
弐
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
る
。
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と

L
で
、
旬
、
舶
は
、
夫
ミ
検
査
S
、
F
の
因
子

m
に
封
ず
る
因
子
負
荷
量
で
あ
り
、

h
、
』
は
、
特
殊
因
子
に
封
ず
る
因
子
負
荷
量
で

あ
る
。
叉
丸
、
五
、

v
却
は
、
夫
々
個
人
・
ー
が
、
共
通
因
子

m
、
及
び
特
殊
因
子
に
劃
し
て
と
る
標
準
得
離
で
あ
る
。

r
は
共
通
因
子
の
個

数
で
、
乙
の
場
合
は
『
H
切
で
あ
る
。
個
人
の
得
騎
品
、
月
加
は
、
例
式
で
一
不
さ
れ
る
よ
う
に
多
く
の
因
子
（
共
通
及
び
特
殊
）
に
よ
Q
J」

決
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
前
の
こ
因
子
訟
の
場
合
の
よ
う
に
、
個
人
の
得
駄
が
各
検
査
を
遁
じ
て
一
貫
性
を
一
示
す
も
の
と
は
考
え
ら

シ
l

ハ
ン
が
強
調
し
た
よ
う
に
、
時
仰
が
卒
均
以
上
（
或
は
以
下
）
で
あ
っ
て
も
、
押
印
や
市
川
が
平
均
以
下
（
或
は
以
上
）

れ
・
な
い
。
邸
ち
、

の
こ
と
も
起
り
得
る
む
で
あ
る
。

備
、
重
因
子
設
に
よ
れ
ば
、
各
検
査
聞
の
相
関
な
女
の
よ
う
に
表
わ
さ
れ
る
。
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司
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量

卸
ち
、
相
闘
は
、
封
醸
す
る
因
子
負
荷
量
の
積
の
和
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

以
上
の
分
析
の
結
果
は
、
弐
の
よ
ろ
に
要
約
す
る
と
と
が
出
来
る
。

(lj 

ザ
ウ
レ
ス
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
恒
常
現
象
に
謝
す
る
各
検
査
問
、
に
共
通
に
作
用
す
る
群
因
子
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
J

し
か

L

同
時
に
－
他
の
諸
国
子
〈
共
通
及
び
特
殊
〉
も
認
め
た
け
れ
ぽ
・
な
ら
な
い
。

(2) 

シ
ー
ハ
シ
が
主
張
す
る
よ
ろ
に
、
個
人
の
得
難
は
、
各
検
査
を
通
じ
て
、

一
貫
性
は
認
め
難
い
が
、
し
か
し
、
此
を
以
て
直
に
検

査
聞
に
群
因
子
の
作
用
を
否
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

(3) 

シ
ー
ハ
ゾ
J

の
資
料
に
は
、
五
個
む
一
般
因
子
が
認
め
ら
れ
る
。

知
能
の

G
因
子
、
恒
常
の
群
因
子
も
含
ま
れ
る
こ
と
L
考
え
ら
れ
る
J
此
等
の
因
子
及
び
夫
々
の
検
査
の
み
に
含
ま
れ
る
特
殊
因

因
子
分
析
に
よ
れ
ば
、

（
此
の
中
に
は
、
ザ
ウ

ν
ス
が
指
摘
し
た

子
に
よ
っ
て
）
シ
l
h
ン
が
強
調
す
る
各
検
査
を
通
じ
て
の
個
人
の
得
鮪
の
不
向
性
を
説
明
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

四

結

論

ザ
ウ
V

ス、

シ
l
ハ
シ
の
研
究
は
、
共
に
各
恒
常
現
象
広
於
貯
る
個
人
差
並
広
現
象
聞
の
相
闘
の
有
無
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
主
要

議
恒
常
現
象
聞
の
相
闘
に
閲
す
る
研
究

－
一
三
七

一

F

－

一

一

，

．

1
1
1
1
1
1
1

』

I
l
l
l
1
I
l
l
i
－

－

－

L

I

L
－

－
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諾
恒
常
現
象
間
の
棉
闘
に
闘
す
る
官
官
究

一
一
三
八

紅
白
的
と
し
た
も
む
で
、
と
く
に
、

此
む
個
人
差
が
各
恒
常
現
象
を
通
じ
て
一
貫
性
を
示
す
か
否
か
を
問
題
と
し
た
。

此
の
目
的
を
以
て
、
ザ
ウ
レ
ス
は
、
大
き
さ
、
形
、
及
び
明
る
さ
（
白
さ
も
含
む
）
の
検
査
各
一
種
を
、
五
群
の
被
験
者
（
合
計
二
一

シ
l
ハ
ン
は
、

七
名
）
に
つ
い
て
行
っ
た
が
、
す
べ
て
の
被
験
者
に
劃
し
て
、
各
検
査
を
一
様
に
施
行
し
た
か
っ
た
。
此
に
劃
し
て
、

シ
I

A

Y
は
、
大

き
さ
の
検
査
四
種
、
形
の
検
査
三
種
、
及
び
白
さ
の
検
査
二
種
を
二
五
名
の
被
験
者
に
劃
し
て
一
様
に
行
っ
た
。

右
の
質
験
の
結
果
、
ザ
ウ
レ
ス
は
、
各
恒
常
現
象
に
つ
い
て
、
著
し
い
個
人
差
を
認
め
た
が
、
同
時
に
現
象
的
性
質
が
、
現
象
的
問
蹄

の
法
則
に
従
ろ
と
と
を
明
か
に
し
、
叉
相
閥
関
係
よ
り
、
各
恒
常
現
象
に
共
通
に
作
用
す
る
現
象
的
問
蹄
の
群
因
子
が
存
在
す
る
と
と
を

主
張
し
た
。
此
に
榔
到
し
、
シ
I
ハ
ノ
は
、
各
恒
常
現
象
に
つ
い
て
、
著
し
い
個
人
差
は
認
め
た
が
、
必
し
も
常
に
、
ザ
ウ
レ
ス
の
云
ろ
如

き
現
象
的
問
障
の
法
則
が
成
立
す
る
も
の
で
・
た
い
と
と
を
明
ら
か
に
し
、

叉
各
恒
常
度
に
つ
い
て
の
個
人
差
が
一
貫
性
を
快
く
と
と
か
ら

ザ
ウ

ν
ス
が
主
張
す
る
如
き
現
象
的
同
蹄
の
群
因
子
の
存
在
を
否
定
す
る
。

本
研
究
に
於
て
は
、
ザ
ウ
レ
ス
、

シ
1
ハ
シ
の
資
料
を
比
較
考
察
し
、
叉
シ
！

ρ
γ

の
費
料
に
つ
い
て
因
子
分
析
を
行
っ
た
結
果
、
，
究

の
如
き
結
論
を
得
た
。

(1) 

シ
ー
ハ
シ
の
糞
料
の
聞
に
は
、
統
計
的
に
有
意
な
差
は
認
め
ら
れ
た
い
。

シ
1
ハ
ン
の
資
料
。
因
子
分
析
に
よ
っ
て
、
大
き
さ
、
形
、
及
び
白
さ
の
恒
常
現
象
聞
に
は
、

ゐ
。
従
っ
て
、
・
択
の
事
が
一
首
え
る
。

五
個
の
一
般
因
子
が
認
め
ら
れ

ザ
ウ
レ
ス
、

(2) (3) 

ザ
ウ
レ
ス
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
恒
常
現
象
聞
に
、
現
象
的
問
蹄
の
群
因
子
の
存
在
す
る
と
と
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
此
む

他
に
も
共
通
に
作
用
す
る
一
般
因
子
の
存
在
を
認
め
・
な
け
れ
ば
た
ら
・
た
い
。

州
問
シ
I
ハ
シ
が
主
張
す
る
よ
ろ
に
、
個
人
差
の
一
貫
性
の
訣
如
か
ら
考
察
す
れ
ば
、
ザ
ウ
レ
ス
が
認
め
る
よ
ろ
念
群
因
子
の
存
在
を
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